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完璧社長の推しは私!?




嫌われ秘書ですが、実は溺愛されているようです
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一章　私を嫌いな社長のサポートに任命されました












　重厚な木製扉の前で、巴ともえは深呼吸した。

　コンコンとノックをしてから、ぐっと腹に力をこめて扉の向こうに声をかける。

「宇月うづき社長、日下部ひかべです」

「入ってくれ」

　扉越しに聞こえる、甘く響く低い声。ひと呼吸置いてから部屋に入ると、重厚な執務机の奥に座った黒髪の男性と目があった。

　彼は宇月晴馬はるま。二十八歳という若さでありながら、従業員二百名を超える我がカリュクス株式会社の創業者で、代表取締役社長だ。

　起業翌年に大ヒットアプリをリリースさせ、その後も次々とヒット商品を生み出し続ける天才。一昨年には制作会社をいくつか買収して子会社化し、急速に会社を成長させた。

　その手腕もさることながら、容姿もすこぶる優れている。すらりとした長身に、ほどよく引き締まった身体。涼やかな目元に高い鼻梁、薄い唇が絶妙なバランスで配置されている。

　実力も容姿もピカイチでありながら、驕らない気さくな態度がまたすごい。

　真面目で誠実、社員に対しては気軽に挨拶を交わし、周囲からたいそう愛されている。

　誰に対しても親切と評判の宇月だが、巴に対してだけは少々勝手が違った。

「岡田おかださんの代わりとして、本日から社長付きとなります。よろしくお願いします」

　宇月に向かって巴はぺこりと頭を下げた。彼の反応が気になって、胃の奥がきりきりと痛む。

「話は聞いている。日下部。短い間だが、よろしく頼む」

　宇月は巴に視線をあわせることもせず、視線を書類に向けたまま無表情で挨拶をした。

　本当によろしくするつもりがあるのか、疑いたくなるような態度だった。

「岡田が使用していたデスクはそっちだ、好きに使ってくれて構わない」

　社長室の隅にある、パーテーションで区切られた空間を宇月は指した。

　ちなみに、先日まであのパーテーションはなかったはずだ。

　岡田の代わりに巴が来ると知って、急遽用意したのだろう。

「ひとつ頼みがある。用事がないときには、なるべく俺には話しかけないようにしてくれ」

「……しょ、承知しました」

　牽制されて、巴は泣きそうになりながらパーテーションの奥へと引っ込む。

　吐き出しそうになったため息を必死でこらえた。

　誰にも親切で優しいと評判の宇月社長に、巴はなぜか入社当初から嫌われているのだ。






　秘書である巴の勤務時間は、サポートする相手の勤務によって異なる。

　カリュクスでは残業削減を目標に掲げていて、急ぎの仕事がなければ定時での退社が推奨されている。社長の自分が残っていれば周囲も退社しづらいだろうと、宇月も無駄な残業はせず、重要な商談や会議がない限りは速やかに退社することを意識している様子だった。宇月のサポートになった初日も、彼は定時になると巴にお疲れ様と声をかけて退社していった。

　残業が少ないのはカリュクスで働く魅力のひとつだ。秘書の仕事をする以上、勤務時間を上司のワークスタイルにあわせなければならない。上司が夜型の業務を好む場合は、自然と退社も遅くなってしまうのだ。カリュクスはフレックス制を導入しているが、宇月は朝型人間らしく、毎日八時半には出社して、仕事がなければ十七時過ぎに退社する。先日までサポートについていた専務は出社と退社が遅く、不規則なことも多かったため、退社時間が早く規則的になったのだけは嬉しい変化だった。

「日下部さん、お疲れ様。宇月社長はどうだった？」

　帰宅準備を終えて社長室を出ると、秘書室から出て来た高木たかぎに声をかけられる。

　彼女は巴と同じ秘書仲間で、別の役員の秘書業務を担当していた。

「デスクにパーテーションが設置されて、用事がなければ話しかけるなって言われた」

「うわぁ」

　高木は呆れた声をあげて、同情の視線を巴に向けた。

「日下部さん、宇月社長になにしたの？　あの人、他の社員にはめちゃくちゃ優しいのに」

「なにもしてないよ！　入社して秘書課に配属された初日から、ずっとあの態度なんだから」

　巴は宇月に嫌われていた。それはもう、目も合わせようとしない徹底ぶりだったが、巴には宇月に嫌われる心当たりがまったくないのだ。

　なにせ、出会った初日から避けられていた。挨拶をすれば顔を引きつらせ、話しかけようとすれば逃げられる。巴の顔を見ようともしない。

　他の誰にでも同じ態度であればまだ納得できたが、彼が避けるのは巴だけだ。

　いったい自分がなにをしたのだと、問い詰めてやりたい気持ちになる。

「たぶん、生理的に無理なんだと思う。親の仇に顔が似てるとか、そういうのなんだよ」

「宇月社長のご両親は健在だけどね」

　巴が嘆くと、高木は冷静に指摘した。

　そんなことは巴だって知っている。要はそれくらい、巴のことを受けつけないのだろうと言いたいのだ。

「岡田さんがお休みなのは仕方がないけど、なんで代役が私になっちゃったんだろう」

　宇月にはもともと、岡田という秘書がついていたのだ。子育てを終えて復帰してきたベテランで、頼りになる先輩だった。

　けれども彼女は先日交通事故にあってしまい、両足を骨折。治療のために二カ月間、休職することになったのだ。

　その間、代理の秘書が必要になった。

　宇月には専属秘書がついているが、その他の役員はメインの担当はいても、秘書室全体でサポートをするグループ体制になっている。複数の人間で交代して秘書業務をしているため、誰が代理の秘書になっても、それなりに上手く回せるはずだった。他の人でも問題なかったはずなのに、なぜか選ばれたのは、宇月に嫌われている巴だったのだ。

　巴が不運を嘆くと、高木が驚いたように目を丸くした。

「あれ、聞いてなかったの？　日下部さんが代役に選ばれたのって、宇月社長のご指名らしいよ」

「へ？」

　やむにやまれぬ事情があったのかと思いきや、宇月本人に指名されたのだと聞いて巴は驚いた。

　普通、嫌いな相手をわざわざ秘書に指名しないだろう。

「直接指名したんだから、社長が日下部さんを避けてるのも、なにかの間違いだったんじゃないかって思ったんだけど」

「めちゃくちゃ嫌そうでしたけど!?」

　巴は宇月の態度を思い出して、ありえないと高木の言葉を否定した。

　顔を見るのも、声を聞くのも嫌だと言われているようにしか思えなかった。

「宇月社長、どうして日下部さんを指名したのかしらね」

「新手の嫌がらせとか？」

「そういうことをする人とは思えないけど」

　高木の言葉に、巴も内心で同意した。

　宇月は巴を避けてはいるが、嫌がらせのような行為をしたことはない。

　質問にはきちんと答えてくれるし、送られてくるメールもとても丁寧なのだ。

　ただ、直接顔をあわせて喋ることを嫌がられているだけで。

「まあ、理由は分からないけど。岡田さんが復帰してくるまでの間だけだもの。頑張るよ」

　巴が宇月と仕事をするのは、たった二カ月の間だけだ。

　それくらいの期間なら、嫌われている相手とでもどうにかやり過ごせるだろう。






　会社を出ると、巴はまっすぐマンションへと帰宅した。

　自宅に着いてもまだ十八時だ。夜の時間をたっぷり使えるのは、宇月付きになった恩恵だろう。

　巴は手早く夕食を済ませると、パソコンデスクの前に座る。

　Ｌ字型の大きなワークデスクの上には、三画面のモニターとポップガードつきのコンデンサーマイク、ミキサー、ＷＥＢカメラなんかがずらりと並んでいる。

　充実した機材の数々は、普通の人が見ると驚いてしまうだろう。

　巴は大学時代から、趣味でアバターを使用してライブ配信を行っていた。企業に所属しない、いわゆる個人勢Ｖというやつである。ゲーム配信を中心に細々と活動をしていたのだけれど、長くやっているおかげか、チャンネル登録者数は三千人を超えて一昨年には収益化もできている。

　うちの会社は副業にも優しくて、残業も少ないことから、色々な活動をしている社員が多い。収益化する際にどうとられるかは不安だったが、金額も微々たるものであるため、報告したあとは特になにも言われずに活動できている。

（よかった、配信予定には余裕で間にあいそう）

　急な残業になったときのために、配信時間はいつも二十四時からにしているのだけれど、これだと眠るのは二時前になってしまう。仕事のある日にこのスケジュールは厳しかったが、週三回は配信をし続けたくて、巴は睡眠時間を削って活動を続けていた。

（宇月社長はあまり残業されないみたいだし、この二カ月間は配信時間を前倒しにしてもいいかも）

　睡眠時間が確保できることに嬉しくなって、鼻歌を歌いながら夕食の食器を片づけていると、スマホが着信音を鳴らした。

　慌てて水を止めてスマホを取り出す。ディスプレイに表示された名前を見て、巴は表情を曇らせた。

　白野しらの玲司れいじ。大学時代から交際している、巴の恋人からの電話である。

「玲司、どうしたの？」

「あ、巴？　今日、珍しく早く仕事が終わったから、今から家に遊びに行ってもいい？」

　思った通りの玲司の誘いに、巴の顔が強張った。

「ごめん、今日は配信がある日だから」

「ええ、いいじゃん。せっかく仕事が早く終わったんだし。配信って深夜でしょ？　それまでに帰るよ」

「玲司、電車で来るの？」

「ううん、車」

　食い下がる玲司の言葉に、巴は断り文句を探して視線をさまよわせた。

　配信までに帰ると言って、玲司がその通りにしてくれたことは少ない。三十分前にはスタンバイをしておきたいのに、彼はいつももう少しだけと帰るのを引きのばそうとしてくる。おかげで、配信の開始時刻に遅れることが数回あった。

　電車なら終電があるからいいのだけれど、車で来るならそうなる可能性が高い。

「ごめん。会うのはやっぱり、配信のない日にしてほしい」

「ええ？」

　上手い断り文句が見つからず、巴は結局きっぱりと断ることにした。電話口の向こうで、玲司が不満そうな声をあげる。

「なんだよ、配信、配信って、いつもそればっかり。俺に会いたいとか思わないの？」

「ご、ごめんね。約束してた土曜は会えるから」

「そんなの当然じゃん。っていうか、普通は趣味より彼氏優先させるだろ。まぁ、巴が配信を大事にしてるのは知ってるし、仕方ないから活動するのは許してあげるけど」

　はぁと、大きなため息が吐き出されるのが聞こえる。

　許してあげると言われて胸の奥が騒ざわめくが、玲司を我慢させているのも分かっているので、なにも言い返せない。

「まあ、趣味に時間を使えるのも今のうちだけだし、仕方ないよね」

「今のうちだけって、どういうこと？」

「だって、結婚したらそんなのできなくなるでしょ。子供が生まれたらなおさら」

　玲司の言葉に巴は黙りこんだ。

　実を言えば、玲司からたびたび結婚を匂わせるような発言をされている。

　けれど、巴はいつも曖昧に誤魔化して、それに応えることを避けていた。

「それじゃあ、今日は諦めるけど。土曜、楽しみにしてるから」

「う、うん。またね、おやすみ」

「おやすみ」

　ピッと小さく音が鳴って通話が切れた。

　はぁと巴は大きくため息を吐き出して、洗い物の途中だったのも忘れてソファーに突っ伏した。

　早く帰れて浮かれていた気持ちが、急速に萎しぼんでいく。

（配信者をやるのって、そんなにダメなことかなぁ）

　たしかに、配信を優先させて玲司には我慢を強いているところはある。

　けれど、巴は配信が好きなのだ。配信を通して誰かを笑顔にしたいというのが巴の夢だ。

　それは、玲司に許してもらわなければいけないことなのだろうか。

（玲司と結婚したら、配信はやめさせられるんだろうな）

　玲司とは長いつきあいだった。

　大学のときに玲司から強くアプローチされて折れるような形でつきあい始めたが、かれこれ四年以上交際している。

　玲司のことは巴なりに大事にしてきたつもりだ。

　けれど、最近、玲司と交際を続けることが苦痛になってきている。

　玲司が巴を愛してくれているのは間違いない。彼は恋愛至上主義で、時間ができればすぐにでも巴に会おうとしてくれる。連絡もマメで愛情表現を欠かさない。いい恋人なんだと思う。

　けれども少し束縛が強いところがあり、巴はそれが負担だった。

　意味のない雑談であっても、返事を放置していると不機嫌になるし、会うのを断れば怒られる。恋人を最優先にするのが当然という考え方で、巴の配信活動についても、ずっと苦言を呈されていた。

　玲司以外を優先させれば、本当に俺のことが好きなのと愛情を疑われてしまう。それがどうにもしんどくて、最近は玲司のことが好きなのか分からなくなってしまった。

（ちゃんと、話しあわないとダメだよね）

　巴は結婚をしても配信を続けたい。この先も玲司と一緒にいるのは難しいだろう。

「よっし、気持ちを切り替えて配信の準備しよう！」

　巴はパチンと両頬を叩いてから、ソファーから起き上がった。






　家事をすべて終わらせてから、ＳＮＳを開いて配信の告知をする。

　巴が最近メインに配信しているのは、『モンまち』と呼ばれるクリエイトゲームだ。ブロックを集めて自由に街をクリエイトしながら、作成した街に可愛いモンスターを住まわせることができる。

　普通にゲームをプレイしても良いのだが、巴は猫系モンスターだけを集めた街を作るという縛りプレイを行っていた。

　巴はパソコンを立ち上げると『virtual change magi』という、アバター配信用ソフトを立ち上げた。じつはこのソフト、なにを隠そう我がカリュクスが作成したアプリケーションなのである。

　生みの親はあの宇月社長だ。彼はカリュクスを立ち上げると同時にこのアプリを開発。スマホだけで手軽に配信できるアプリとして話題になり、飛ぶようにＤＬされた。その後、本格的な配信用としてＰＣ版のソフトが発売されて、巴もお世話になっているのである。

　巴が配信を始めたきっかけも、このアプリに出会ったからだ。その後、配信を続けるにあたって本格的に機材を揃えたが、このアプリがなければ配信者にはなっていなかっただろう。

　巴がカリュクスの入社を志望した理由である。

　だから、巴は宇月には感謝をしているのだ。まあ、当の宇月には嫌われてしまっているのだが。

　ソフトを立ち上げると、愛らしい猫のキャラクターがディスプレイに映る。尻尾がふたつある猫又の『トモトモ』だ。

　この黒猫がバーチャル世界での巴の化身だった。

　巴の声が少し甲高く特徴的なのもあって、このキャラクターによくあっていると思う。

「こんトモ！　ようこそいらっしゃいませ！」

　配信時間になると同時に、明るい声で巴はマイクに向かって話す。

　同時接続者数は十三人。おなじみの挨拶を告げると、チャット欄にさっそく反応があった。

【うるま：こんトモ！　今日は遅刻しなかったね】

「お、うるまさんだ。今日も見てくれてありがと。先週は遅刻ごめんね！」

　チャット欄に反応しながら、巴はゲームを操作する。

　うるまは、巴が配信を開始した当初からずっと遊びに来てくれている常連だった。

　愛らしいウサギのマスコットのアイコンが目印で、それこそ、同時接続ゼロが当たり前だったかけだしのときから、よく配信に来てくれた。いつもコメントで応援してくれる大事なファンなのである。

　そのあと、うるまに続いて、ちらほらとコメントで挨拶がある。巴は丁寧に返事をしていった。

　こうして密に交流できるのが、弱小配信者の強みである。巴のファンは数こそ少ないが、コメントやＳＮＳなどで反応を残してくれる人が多いのである。

「ちょっと忙しかったんだけど、これからしばらくは時間通りに配信できそう。もしかしたら、もう一時間、早くしようかなって思ってるんだけど、どうかな」

　先週は担当している専務の仕事が忙しく、二十二時までの残業があって配信が遅れてしまったのだ。

　もちろん宇月も同じくらい忙しいのだが、彼は忙しい日は夜ではなく朝早くに職場にくるタイプの人間らしく、配信時間に間にあわなくなるほど急な残業が入ることは、聞いた限り滅多にない。

【うるま：いいと思う。その方が、トモトモも早く眠れるだろうし】

「ありがとう！　私だけじゃなく、みんなの睡眠時間も長くなるしね。じゃあ、来週は一時間早めに配信枠を取るようにしようかな」

　うるまの言葉に甘えて、巴は来週の配信予定を検討する。

　翌日の仕事を考えると、一時間早く眠れるのはありがたい。

「それじゃあ、前回の続きしていくね。今日こそクロニャーを街に呼ぶぞぉ！」

　巴は明るい声で実況しながら、モンまちのゲームを進めていく。

　三十分ほどゲームを楽しんだところで、サイレントにしたスマホがチカチカと瞬いた。

　土曜のデートについて、玲司が連絡をいれてきたらしい。

（配信中は連絡しないでって、いつも言ってるのに）

　玲司は返事が遅くなるといつも不機嫌になる。配信が終わればすぐに返信しなければ。

　ため息をこらえて、巴はスマホから目を逸らす。

　いけない、いけない。配信中は明るくしていなければ。

「あぁぁぁ、また捕獲失敗した！　この黒猫めっ！」

　大袈裟にリアクションしてみせれば、猫又のくせに猫に逃げられていると、楽しそうなコメントが届く。

　よかった。ちゃんと明るく振る舞えているようだ。

　せっかく配信を見てくれている人に、落ち込んだ姿なんて見せたくない。

　元気いっぱいにキリのいいところまで進めたあと、巴はゲームを終了して、終わりの挨拶を告げる。

　お疲れ様、おやすみとチャットが流れていった。さあ、終わろうと配信の終了ボタンを押す。

「あっ」

　配信を切断する直前、滑り込むように有料チャットが送られていた。

　有料チャットは、いわゆる投げ銭というやつで、視聴者が配信者に寄付を送れるシステムだ。

【うるま：明日の珈琲代。今日は、少し元気がなさそうだったから】

「珈琲代には多すぎるんだよ。あぁ、もうっ、お礼言いそびれちゃった」

　送られた金額は、喫茶店で珈琲を十回飲んでもおつりが出るだろう。

　うるまは昔から、こうしてよく、巴に有料チャットを送ってくれていた。

　そして、書かれていた文章にも巴は苦笑する。

（他の人には気づかれてなかったみたいなのに。元気ないって、よく分かったなぁ）

　うるまは、巴の配信にほぼ毎回来てくれている。

　それだけよく見てくれているのだと思うと、なんだか胸が温かくなった。

（やっぱり、配信やめたくないな）

　巴が配信者の存在を知ったのは、まだ中学のときのことだ。

　今ではマシになったのだが、当時、巴の両親の仲は最悪で毎晩喧嘩ばかりしていた。

　仕事の忙しい父と、もう少し家庭を顧みろという母の言い争いは、しばしば巴の教育方針にも及んだ。自分が原因で言い争うふたりの声を聞きたくなくて、両親の喧嘩が始まると、巴はヘッドホンをつけてネットの世界へと逃げ込んでいた。

　そこで出会ったのが、バーチャル配信者だったのだ。

　彼らはどんなときでも明るい声で楽しく配信を行っていて、それを見ている間は嫌なことを忘れていられた。チャットでコメントを送れば、時々反応してくれる。

　アイドルより身近で親しみのある存在。そんな配信者に励まされて、自分も彼らのようになってみたいと憧れたのだ。

　そして今、弱小配信者ではあるが、巴にもこうして応援してくれる人がいる。

　自分の配信を楽しんでくれている人がひとりでもいる限り、続けていきたい。

















二章　社長の趣味は推し活だそうです












　翌日、巴は気合を入れて仕事へ向かった。

　うるまのメッセージのおかげで、落ち込んでいた気分は浮上している。

　嫌われているらしい宇月との仕事が気づまりではあるが、もしかしたら、これを機に少しは関係を改善できるかもしれない。前向きに頑張ろうと、社長室の扉を開けた。

　室内を軽く掃除してから新聞を置き、パソコンを立ち上げてメールのチェックを行うと、宇月が出勤してくる。

　今日はストライプの入ったノッチドラペルのスーツに、えんじ色のネクタイを締めていた。相変わらず、見惚れてしまうくらい格好良い。巴を嫌っているのでなければ、最高の上司なのだが。

「おはようございます、宇月社長。本日は九時半より開発部とのミーティング、十一時より役員会議、十五時よりＧＨ開発代表との打ちあわせとなっております」

　巴は立ち上がると明るい笑顔で挨拶をして、本日の予定を告げる。

　宇月は無視をして自分のデスクに向かうかと思いきや、ぴたりと立ち止まって、じっと巴の顔を見つめた。

（え、なに？　もしかして、スケジュール間違ってた？）

　宇月に無言で威圧されて、巴はたじろいだ。こんな風に宇月と目があうことは滅多にない。普段は顔を見るのも嫌だとばかりに避けられているのに、いったいどうしたのだろうか。

「あの……スケジュールになにか問題がございましたか？」

　恐る恐る声をかけると、彼はハッとした顔をして、すぐさま巴から目を反らした。

「いや、なんでもない。ＧＨ開発との打ちあわせのあとは直帰するので、君も十七時を過ぎたら退社してくれて構わない」

「はい、承知いたしました」

　宇月はそう言うと、なにごともなかったように自分のデスクへと向かった。

（いったい、なんだったの？）

　宇月がなにを考えているのか、さっぱり分からない。

　巴は首をかしげながら、業務に戻るのだった。






　宇月は相変わらず、巴と仕事以外のコミュニケーションを取ろうとしなかったが、仕事に関することで無視をすることもない。雑談がないぶん仕事が捗るのはありがたかったが、このぎこちない関係をどうにかしたいという思いもあった。

　宇月の秘書になって三日目の金曜日。営業部からの内線を受けて、巴はスケジュール表と睨みあっていた。

「宇月社長、第一営業部から木村出版の件で相談したいと連絡がありました。ただ、本日の予定は重要なものばかりです。就業時間後になりますが、十八時からミーティングをいれるか、来週月曜の十四時でしたらお時間がとれそうですが、いかがいたしましょうか」

　巴の主な仕事は、宇月のスケジュール管理である。宇月はできる限り就業時間内で仕事を終わらせることを重要視しており、残業を嫌う傾向があるのでスケジュールの配分が難しい。

　営業部から上がって来た案件は、できるだけ早く処理するのがよさそうな内容だった。

　週明けに回すよりも、残業してでも今日ミーティングするのがいいと巴は思うが、決めるのは宇月である。

　宇月は少し迷ってから、今日の十八時にミーティングすると返事をした。

　巴はすぐさま頷いて、スケジュールの変更を行った。

　今日は久々の残業になりそうだ。金曜日は配信の日なのだが、明日は玲司とデートの約束もあるし、今日の配信は中止する方がいいかもしれない。

　十五時になり、宇月が他社との打ちあわせのために出かける準備をする。そのまま直帰の予定だったが、営業部とのミーティングが入ったために、十七時半に会社に戻ってくる予定に変わっている。

「宇月社長、車が到着したとの連絡がありました」

「分かった。今日はミーティングの予定があるが、日下部は十七時になったら退社して構わない」

「え？」

　思いがけないことを言われて、巴は目を丸くした。

「そういうわけにはいきません。社長が出席されるなら、私も残らせていただきます」

　サポートする上司が出社している間は、よほどの理由がない限り、秘書も社内にいること。

　秘書室ではそれが暗黙のルールになっていたし、急な予定変更にも対応できるよう、そうするべきだと巴も思っている。

　けれども、宇月は巴の言葉をあっさりと切り捨てた。

「不要だ。君がいなくても、どうにでもなる」

　宇月はそう言い捨てると、足早に社長室を出ていった。

　ひとり残された巴は、ぽかんと口を開けて、それから悔しさに顔を歪めた。

（不要ってなによ、不要って！）

　たしかに、秘書という仕事は直接会社に貢献するようなものではないが、相手が働きやすくするためにサポートする仕事である。けれども、その相手から不要と言われることは、お前のサポートなど必要がないと言われるのと同義であった。

　ミーティングに参加するのは宇月であるし、巴がいなくてもどうにでもなるのだろう。

　しかし、巴は忙しい宇月が短時間でミーティングの議題が分かるよう、事前に経緯をまとめたり、スムーズに仕事ができるよう調整を行っているのだ。不要と切り捨てられるのは、不本意である。

（やっぱり、私は宇月社長に嫌われてるのかな）

　事務作業をこなしながら、気が重くなる。

　休職中の岡田は、宇月が残業するときはきちんとそれにあわせて自分も会社に残っていた。帰れなんて言われず、宇月に必要とされていたのだろう。

　巴の仕事が悪かったのだろうか。それとも、巴の顔を見るのが嫌なのだろうか。

　時計の針が十七時を回る。宇月に言われた時刻であるが、巴は退社準備をせずに、プライベート用のスマホを取り出してトイレへ向かった。トモトモ用のＳＮＳを開いて、今日の配信の中止を告げる文面を打つ。

　残業の覚悟を決めてから社長室に戻って、このあとのミーティングの資料をまとめた。

　十七時半になって、宇月が会社へ戻ってくる。

　まだ残っている巴を見て、彼はぎゅっと眉間に皺を寄せた。

「どうして帰らなかったんだ」

「私は宇月社長の秘書です。社長がお仕事をされるのに、先に帰るわけにはいきません」

　怒られる覚悟を決めて、巴はきっぱりとそう言った。

　宇月が外出中に作成した、ミーティング用の資料を手渡す。

「こちら、本日のミーティング資料になります。営業部が作成したものと、こちらの用紙は私が作成した今回のトラブルの経緯になります」

　宇月は黙って資料を受け取ると、それに目を落とした。

　むっつりと押し黙った彼の表情からは、なんの感情も読み取れない。

　帰れと言われたのに勝手に残業をした巴に、怒っているのだろうか。

「勝手をして申し訳ありません。……でも、私の仕事は社長のサポートです。もし私が邪魔なのであれば、専任から外して他の人に代えてください」

　サポートすべき相手から、邪魔に思われる秘書なんて最悪だ。

　巴が俯くと、宇月は珍しく慌てた顔をした。

「待て、違う。君を邪魔だなんて思ったことはない」

「なら、どうして帰れなんておっしゃったんですか？　いつも視線もあわせてくれませんし、必要がないときは話しかけるなと」

　巴はここぞとばかりに、気になっていたことを問いかけた。

　話しかけるなと言われていたから、ずっと質問できずにいたのだが、もう限界だった。

「私が気に障るのであれば、どうぞ、はっきりとおっしゃってください」

　訴えを聞いた宇月は眉をハの字にして、申し訳なさそうな顔で巴を見下ろしている。

　言葉を探すように視線を宙にさまよわせてから、彼はゆっくりと口を開いた。

「誤解をさせてすまない。だが、俺は君を嫌っているわけではないんだ」

　宇月はそう言ってから、ちらりと時計を見た。ミーティングの時間が近い。

「もし可能なら、ミーティングのあとに少し時間をくれないか？　遅くまで君の時間を奪って申し訳ないのだが……」

「構いません」

　今日はどうせ、残業をするつもりで配信も取りやめた。

　巴が頷くと、宇月はほっと息を吐いた。

「なら、遅くなるがよろしく頼む。……あと、丁寧な資料をありがとう」

　宇月は巴に礼を告げてから、足早に社長室を出てミーティングへ向かった。

　宇月が出ていくのを見送ってから、巴は冷静さを取り戻す。

（やってしまった！）

　外出から戻って来たばかりで、すぐにミーティングに向かわなければならない、忙しい宇月を相手に感情をぶつけてしまった。

　しかも、用事がなければ話しかけるなと言われていたのに。

（秘書が社長の手を煩わせてどうするのよ……）

　ミーティングのあとに時間をくれということは、きっと、宇月は巴のフォローをしてくれるつもりなのだろう。巴にとってはありがたいことだったが、宇月を煩わせてしまったことに申し訳ない気持ちが湧いてくる。

（だけど、本当に嫌われているわけじゃないなら、避けられていた理由を知りたい）

　宇月の時間を奪ってしまうぶん、仕事はきっちりとしよう。

　巴は気持ちを切り替えて、パソコンデスクの前に座り直した。






　ミーティングが終わったあと、巴は宇月に食事に誘われて会社を出た。

　てっきりその場で話をするのだと思っていたのだが、宇月はせっかくなら食事しながら話そうと、巴に向かってにこりと笑った。

　宇月の笑顔を見たのなんて初めてで、その格好よさに巴は思わず見惚れてしまう。

（嫌われてないって、本当なのかも。いやでも、無理して笑ってくれた可能性も……）

　緊張しながら宇月に連れてこられたのは、商業ビルの上階にある中華料理のレストランだった。

　巴も会食の候補としてチェックしていた、完全個室の高級店である。

　コース料理の前菜として美しく飾り付けられた冷菜の盛りあわせが運ばれてきて、巴は恐縮する。

「宇月社長、お食事に誘っていただきありがとうございます」

「いや、色々と誤解をさせてしまった詫びだ。そろそろお腹も空いただろう、遠慮なく食べてくれ」

　せっかくの機会なので、巴は感謝して箸を動かした。

　食事をしながら、ちらりと宇月の様子を伺う。相変わらず視線はあわないが、巴と一緒に食事をするのを嫌がっているようには見えない。

「今日のことだが、君を傷つけてしまって申し訳なかった。私の予定に君を付きあわせるのは、気が引けただけなんだ。決して君の仕事を不要だと思っているわけではない」

　蝦夷えぞアワビの姿煮が運ばれてきたところで、宇月がそう謝罪した。

「い、いえ、こちらこそ感情的になってしまって申し訳ありません。ミーティング前のお忙しいときに、社長にあのようなことを言ってしまうなんて……」

「君が謝罪する必要はない。誤解させるような言動をした私に非がある」

　宇月には、誤解させる言動をしていたという自覚があるらしい。

「私を嫌っているわけではないとのことですが、では、どうして私を避けるような言動をなさるのでしょうか。社長室のパーテーションも、岡田さんのときはなかったと思います」

　巴は以前から気になっていたことを質問した。

　宇月は言いづらそうに一瞬言葉に詰まってから、小さく唸った。

「その理由は、非常に言いづらいのだが……いや、だが、こうして誤解させて傷つけてしまった以上、説明しなければならないな」

　よほど打ち明けづらい理由なのか、宇月は躊躇ためらうように手元のアワビを切り分ける。

「君は推し活というものを知っているか？」

「……推し活、ですか」

　宇月の口から飛び出した、あまりに似つかわしくない言葉に巴は目を瞬いた。

　推し活とは、あの推し活だろうか。

　俳優とかアイドルとか、自分のイチオシを決めて応援する活動。

「はい、存じておりますが」

「私には数年前から推している人物がいる。そして、彼女に君はとてもよく似ているんだ」

「……えっと、はい」

「それが、君を避けていた理由だ」

　打ち明けるのが恥ずかしいのか、宇月の目元は薄っすらと朱に染まっている。

　宇月の告白を聞いて、巴はあんぐりと口を開けた。

　巴をずっと避けていた理由は、巴が宇月の推しに似ているから？

　予想外すぎる話をされて、咄嗟にどう反応すればいいか分からなかった。

「推しに似ていると、どうして避けることになるのでしょうか」

　とりあえず、巴は浮かんだ疑問をぶつけてみた。

　好きな相手に似ているというのは、普通、好感を覚えるポイントではないだろうか。

「視界に入ると推しを思い出してしまい、落ち着かないだろう。仕事に集中できなくなる」

「……なるほど？」

　これといった推しのいない巴にはその気持ちは理解できなかったが、宇月の言いたいことは分かった。

「つまり、私を嫌っているから避けているのではなく、好きな人に似ているから避けていたわけですね？」

「好っ……、ち、違う！　好きな人ではない、推しだ」

　巴が確認すると、宇月は慌てた様子で否定した。

　推しは好きな人とは言わないのだろうか。同じようなものだと思うのだが。

「……では、推しに似ているから、避けていたわけですね」

「そういうことだ」

　言い直すと、今度は宇月も素直に頷いた。

　避けられていた理由を教えてもらって、巴はホッと息を吐き出した。宇月が推し活をしているというのはとても意外だったが、嫌われていたわけではないと分かって安心した。

「理由は分かりました。ですが、秘書としての仕事をするのに、避けられてしまうのは困ります」

　秘書というのは、相手の好みや思考を知って、先回りしてサポートする仕事なのだ。

　コミュニケーションが不足すると、いい仕事ができない。

「ああ。大人げなかったと私も少し反省した。今後は君の姿を見ても、心を乱さないよう努力することにしよう」

「そんな努力が必要なんですか？」

「し、仕方がないだろう。今だって、こうして向かいあっているだけで鼓動が速い」

　宇月は顔を赤らめて、ふいっと巴から視線を逸らす。

　まるで恋をしているような宇月の反応を見て、巴までなんだか恥ずかしくなってしまった。

（宇月社長が好きなのは、私じゃなくって推しだから！）

「そんなに似ているんですね。えっと、もしよければ、その推しがどなたなのか、教えていただけませんか？」

　自分にそこまで似ているという推しが気になる。

　それに、宇月がそこまで好きな相手であれば、秘書としても情報を集めておきたい。

　しかし、宇月は巴の申し出を慌てて断った。

「そ、それは言えない。君も、私が推し活をしていることは公言しないでくれ」

　どうやら宇月は、推し活をしていることを秘密にしておきたいらしい。

　宇月のイメージからかけ離れている趣味なので、恥ずかしいのだろう。

　それなのに、巴の憂いを取り去るために教えてくれたのだと思うと、胸が温かくなった。

「分かりました。では、宇月社長に推しがいることは誰にも言いません」

　巴が笑って約束すると、宇月はほっとした顔をした。

「こうして打ち明けてよかったかもしれないな。君と話すときに、少し挙動がおかしくなっているかもしれないが、気にしないでいてくれると助かる」

　宇月は巴に視線をあわせて、柔らかな笑顔を向けた。

　すると今度は巴の脈拍が速くなって、慌てて視線を逸らすことになる。

　前々から顔がいいと思っていたが、正面から笑顔を向けられたときの破壊力は凄まじい。

（……うわぁ。推しに似てるから目をあわせたくないっていう社長の気持ち、少し分かったかも）

　会社でもこの顔で微笑まれてしまっては、ドキドキして仕事にならないかもしれない。

「ところで、日下部。他に溜め込んでいることはないか？　もうこの際だ、腹を割って話そう。俺に文句があるなら、全部言ってくれ」

「え、社長に言いたいことはもうこれで全部です。ずっと、どうして避けられているのか気になっていただけで、他に文句なんてありません」

　避けられているのが気になっただけで、それさえ直してくれれば宇月は文句のない上司である。

　指示は分かりやすいし、無茶ぶりをすることもない。皆に慕われているのが納得の、デキる男であった。

「なら、仕事の不満は？　業務で困っていることはないか？」

「それもありません。カリュクスは働きやすくていい会社ですし」

　これも本音である。残業は少なく給料だって悪くない。副業も認めてくれて、人間関係も良好だ。

　こんなに働きやすい会社はなかなかないと思っている。

　しかし、巴の答えが不満なのか宇月は難しい顔をしている。

「なら、プライベートで問題があるのか？」

「え、あの、なんの話でしょうか」

「ここ三カ月くらいか。君はよく浮かない顔をしているだろう。悩みでもあるのではないかと気になっていた」

「え!?」

　まさか宇月からそんなことを指摘されるとは思わず、巴は驚いた。

「私のことを避けていらっしゃったのではないんですか？」

「避けてはいても、君の存在は気になっていたんだ。距離を取りながら様子は伺っていた」

　それはやはり、巴が推しに似ているからなのだろうか。

　直接話をすることは避けたくても、気になってはいたと。

「それで、どうなんだ？　俺の勘は当たっているか？」

「ええっと……」

　三カ月くらいと言われて、巴は心当たりがあった。

　ちょうど三カ月くらい前に、プロポーズとはいかなくても、結婚を示唆するような言葉を玲司に言われたのである。

　顔に出したつもりはないのだけれど、ずっと悩んでいるのはたしかだ。

「悩みはありますが、その、プライベートなことなので」

　玲司のことを思い出して、巴の表情が曇る。明日は彼とデートの約束をしているのだ。

　恋人と出かける予定があるというのに、こんなにも気持ちが沈むとは。

　巴が言いよどむと、宇月はふむっと小さく唸った。

「俺も君に推し活のことを打ち明けたんだ。君も悩みがあるなら、話してみればいい」

　そう言われても、恋人の話を宇月に話すのは気が引ける。

「話してみると、案外楽になるものだぞ。私も今、君にやっと話せたことで気が軽い」

　ここまで言われてしまえば、黙っているのも難しい。

「社長にお話するような内容ではないのですが……その、恋人のことなんです」

「なるほど。君はたしか、大学時代からの恋人がいるんだったな」

「え？　どうしてご存知なんですか!?」

　宇月に避けられていたため、プライベートな会話などしたことがない。

　それなのに、どうして宇月が玲司のことを知っているのだろうか。

　巴が驚くと、宇月は気まずそうに視線を宙に泳がせた。

「入社してすぐ歓迎会があっただろう。そのときに、高木に話しているのを聞いた」

　盗み聞きをした気まずさからか、宇月はばつの悪そうな顔をする。

　巴はぽかんと口を開けて、目を瞬いた。

　たしかに、秘書課に配属されてすぐに、役員を交えた歓迎会が行われた。

　宇月もそこに参加していたが、遠い席に座っていたのを覚えている。よほど注意していなければ会話なんて聞こえなかっただろうし、聞こえていたとしても、話の内容までよく覚えていたものだ。

「宇月社長、記憶力がいいんですね」

「まぁ、そうだな。そういうことにしておいてくれ。……それで、恋人と揉めているのか？」

　宇月が問いかけたところで、フカヒレの姿煮込みが運ばれてくる。

　料理が並べられる間、少しの沈黙が落ちた。

「揉めているわけではないんです。ただ、彼との将来を考えられなくて」

　給仕が部屋を出たのを確認してから、巴は悩みを打ち明けた。

　恋人と価値観があわないこと。結婚すれば趣味をやめろと言われていることを話す。

「約束を守ってくれないことも多くて、この先、ずっと一緒にいるのは難しいなって」

　玲司のことを話していると、また気が重たくなってくる。

　思わずため息をこぼした巴を見て、宇月は眉間に皺を寄せた。

「それはもう、恋人のことが好きではないのではないか？」

「……そう、なんですよね」

　宇月に指摘されるまでもなく、巴も薄々自分の気持ちを自覚していた。

　連絡が来れば憂鬱になり、会いたくないと思うなんて、もう好きだなんて言えないだろう。

　別れていないのは、もはや惰性のようなものだ。

「正直、恋人関係でいることが負担で。でも、彼が私をまだ好きでいてくれているのは分かるんです。だから、なかなか別れを切り出せなくて」

　玲司は巴と結婚することも考えているらしい。

　別れたいと告げると、きっと彼を傷つけてしまうだろう。

「だが、気持ちもないのに交際を続けるのは不毛だろう。その男だって、他のチャンスを逃すことになる」

　宇月の言葉は目から鱗であった。巴は玲司を傷つけることを嫌っていたが、別れを引き延ばすのは、彼の時間を奪うことにもつながる。

　巴と別れれば、彼も別の恋人を探すことができるのだ。

　それこそ、趣味よりも恋愛を優先してくれる相手を見つけることだってできるかもしれない。

「やっぱり、このままはよくないですよね。ありがとうございます。明日、ちゃんと言ってみることにします」

「明日？　約束があるのか？」

「はい。埼玉にコスモスを見に行こうって誘われていて」

　巴が植物園の名前を告げると、宇月はたしかに見頃だなと頷いた。

「喧嘩にならず、上手く別れられるといいんですけど」

　玲司はカッとなると、なにをするか分からないところがある。

「暴力的なところがある相手なのか？」

「いえ、殴られたことはないんですけど……」

　言いあいになったあとに、怒鳴られ、乱暴に身体を暴かれたことはある。

　怖かった経験を思い出して巴が表情を曇らせると、宇月は心配そうな顔をした。

「大丈夫なのか？」

「あ、すみません、暗くなってしまって。植物園には人目もありますし、おかしなことにはなりませんよ」

　巴はへらりと笑顔を作るが、宇月はまだ心配そうな表情のままだった。

　余計なことを言ってしまったと、巴は誤魔化すようにフカヒレの姿煮に箸をつけた。コリコリとした食感と、とろりと甘く濃厚な餡の味がたまらなく美味しい。

「私の話はともかく。社長はそういうお相手はいらっしゃらないんですか？」

　巴は話題を変えたくて、宇月に話をふってみた。

　宇月は女子社員の憧れの的だが、まだ独身で浮いた話をまったく聞かない。

　容姿端麗で経済力もあり、その気になればいくらだって恋人を作れるだろうに。

　それとも、隠しているだけでもう相手がいるのだろうか。

「今はいないな。仕事と趣味で充実しているし、特にほしいとも思わないのだが……」

　宇月はそこで言葉を切って、じっと巴の顔を見つめた。

「な、なんでしょうか」

「君は上手く恋人と別れられたら、新しい相手を探すのか？」

　また話題を巴の話に戻された。

　しかし、新しい相手か。そのようなこと、考えたこともなかった。

「どうでしょう。正直、あまり恋愛がいいものだって思えなくて」

　玲司との交際も、初めのうちは楽しかったのだが、今は疲れた記憶ばかりが残っている。

　次もこんな感じになるかもしれないと思うと、恋愛に積極的になれる気がしない。

「私も趣味が大事ですし、それの邪魔になるならしばらく恋愛は必要ないかなって思います」

　玲司と別れたら、次の恋愛よりも配信活動に力を入れたい。

　巴がそう思っていると、宇月は大きく頷いた。

「たしかに趣味は大事だからな。だが、恋人を作っていない俺に言えたことではないが、恋愛が趣味の邪魔になるとも限らないのではないか？　それこそ、相手によるだろう」

　そうだろうか。巴の活動に顔を顰める玲司を思い出して、懐疑的な気持ちになる。

「趣味を応援してくれる恋人なら、大歓迎なんですけどね」

　けれども、実際そんな都合のいい相手なんてなかなか見つからないだろう。

　普通の趣味ならばともかく、巴の趣味はバーチャル配信という特殊なものだ。相手に打ち明けにくいし、理解してもらうのも難しい。

　辛い思いをするくらいなら、ひとりの方が気が楽だと思うのだ。

　宇月は「なるほどな」と頷いて、食事を再開した。

　巴も話をそこで切り上げて、美味しい食事に集中する。

　明日のことを思うと気が重たいが、こうして宇月と少し打ち解けることができてよかった。

　避けられていたのも嫌われているからではないと分かったし、推し活をしているという、宇月の意外な一面も知ることができた。

（今後はもう少し、仲良くやっていけるといいな）






　食事を終えたあと、巴は宇月に送ってもらって自宅マンションへと帰宅した。

　今日は思いがけず宇月と食事をしたが、おかげで彼との距離が少し縮まったような気がする。

　靴を脱いでシャワーを浴び、ベッドでごろんと寝そべりながら、ＳＮＳを開く。

　配信中止の連絡に、うるまから引用メッセージがついていた。

【無理せず、ゆっくり休んで。次の配信待ってる】

　温かいメッセージに嬉しくなる。直接リプライしてこないところも、返信しなくても構わないといううるまの気遣いなのだろう。

　もらったリプライや引用メッセージにいいねをつけていると、スマホが振動する。

　玲司からのメッセージだった。

【今日は配信しなかったんだ。もしかして、明日のデートに備えてくれた？　嬉しいな。明日は九時に迎えに行くからね】

　届いたメッセージを読んで、表情が曇った。

　彼のために配信を取りやめたわけではないし、それで喜ばれるのも複雑だ。

　こんな風に思ってしまう時点で、巴はやはり玲司の恋人失格なのだろう。

　時間までに準備して待っていると返信して、巴は就寝することにした。

















三章　植物園にて












　翌日、巴は七時半に起床して外出の準備を始めていた。

　巴が身支度をしていると、スマホの通知が鳴る。

【迎えに来たよ。準備できてる？】

　慌てて時計を確認するが、まだ八時半だ。約束の時間よりも三十分も早い。

　巴は大急ぎで家を出た。

「おはよう玲司。来るの早くない？」

「ごめん、ごめん。巴に早く会いたくて」

　そう思ってくれるのはありがたいが、こちらの都合を考えないのはどうにかしてほしい。

「約束はちゃんと守ってよ。せめて、早くなるなら事前に連絡するとか」

「いいじゃん、べつに。巴だって俺に早く会えて嬉しいでしょ？」

　喉まで出かかった、嬉しくないという言葉を呑み込む。

　別れ話を切り出すなら、人がいる場所での方がいい。

「まだメイク終わってないんだけど、あと十分待ってもらってもいい？」

「えぇ、もう十分じゃん。終わってるように見えるけど」

「コンシーラーがまだなんだけど……」

「大丈夫だって、巴は十分肌綺麗だし。隠さなくっても平気だよ。ってことで、もう行こう」

　玲司が巴の腕を引っ張り、強引に連れ出そうとする。

　こうなったら、もう巴の言葉なんて聞いてくれないだろう。巴はコンシーラーを諦めて、玲司の車に乗り込んだ。






　辿り着いた植物園は、営業時間前だというのに人で賑わっていた。

　門の前で開園を待って入場すると、評判通りの絶景だった。コスモスが見頃で、白とピンクの愛らしい花が一面に広がっている。

　園内を少し散歩してから、レストランのオープンテラスで昼食をとる。

　話題は彼の仕事での成功体験や業績自慢が中心で、玲司は終始ご機嫌だが、こちらとしては退屈なばかりだった。巴は愛想笑いを浮かべながら、すっかり冷めてしまっている自分を自覚した。

（本当にすごい人って、自慢もしないんだよね）

　ふと脳裏に浮かんだのは宇月の姿だ。

　彼は起業して今も会社の業績を伸ばし続けているが、少しも偉ぶる様子がない。

　巴が避けられていたというのを抜きにしても、彼は仕事中無駄な雑談をほとんどしない。

　業務時間内にテキパキと仕事をこなして、時間になればあっさりと帰宅していくのだ。

　もしかしたら、自慢話をするような時間があるなら、早く帰宅して推し活したいと考えているのかもしれない。

　食事を終えてからは、再び花畑を見て回った。

　美しい花に見惚れていると、カランッと近くで鐘が鳴る。

　どうやら植物園に併設された教会で、結婚式が行われているらしい。

　教会からウェディングドレスとタキシード姿のカップルが出て来て、参列者がフラワーシャワーで祝福をしていた。

「おお、結婚式だ。花嫁さん綺麗だね。こういう、自然が多い場所での挙式もいいよなぁ」

　玲司がそう言って、巴の肩に腕を回した。抱き寄せられて表情が強張る。

「巴はどういう挙式がいいと思う？」

「うーん、えっと……あんまりそういうの、考えられないかな」

　巴が曖昧に答えると、玲司は不機嫌そうに眉を寄せた。

　肩に触れられているのが気になって、巴はさりげなく彼から距離を取った。

「巴はいつもそうやって誤魔化すよね。俺ともっと一緒にいたいって思わないの？」

「……ごめん」

「謝るなら、もうちょっと努力してよ。いつも誘うのも、会いに行くのも俺からだし。巴からは、全然俺のこと好きだって気持ちが伝わってこない」

　玲司に叱られて、もう限界だと巴の覚悟が決まる。

　こんな状態で交際を続けるのは、玲司にとっても失礼だ。

「ごめん。私、もうこれ以上、玲司と付きあっていくのは無理だと思う」

「は？　え、なに言ってんの？　その冗談、全然笑えないんだけど」

　玲司の顔が強張る。けれどそれも一瞬で、彼はすぐにぎこちない笑顔を作ってみせた。

　ここで折れてはいけないと、巴はまっすぐ玲司を見つめた。

「ずっと前から考えてたの。私、玲司と別れたい」

　やっと言えたと、巴は肩の荷が下りたような気持ちになる。

　巴からの気持ちが感じられないと怒っていたのだ。きっと、玲司も薄々、巴が別れを考えていることに気づいていたのだろう。

「なんだよ、それ。理由は？　なんで、俺と別れたいって思ったの」

「色々と価値観があわないなって、ずっと思ってたの。私は玲司みたいに、頻繁に連絡するのは好きじゃないし、約束を守ってもらえないとイライラするし」

「約束って、俺がいつ巴との約束を破ったんだよ！」

　怒鳴られて、巴は目を丸くした。

　予定の時間よりも早く来ることや、配信中に連絡してこないでほしいという希望を守らないことは、彼の中で約束を破ったうちに入らないらしい。

（何度もやめてって言ったのに。それも全部、忘れてるんだ）

　だから同じことを繰り返すのだろう。大したことではないと思っているから。

「とにかく、玲司と付きあっていくのが辛くなったの。玲司にはもっといい人がいると思う。だから、私と別れてほしい」

　巴はただ希望を伝えた。

　もう彼への気持ちは冷めてしまっているし、もし玲司が態度を改めたところで、もう一度上手くやれる気もしない。

　けれども、巴の言葉を聞いた玲司は、顔を真っ赤にして目を吊り上げた。

「そんなの、納得できるわけないだろ！」

　玲司は強い力で巴の腕を掴むと、巴を引きずるように歩き出した。

　転んでしまいそうになって、巴は慌てて足を動かす。

「ひゃっ、ちょっと玲司、どこに行くの!?」

「車。お前が俺のことを好きなんだって、思い出させてやる」

　声に不穏なものを感じて、巴の背がゾクッとする。

　前に喧嘩をしたときに、怒った玲司に乱暴に抱かれたことを思い出した。

「っ、嫌だ……私、玲司とは別で帰るから！」

「なんでだよ。ここまで一緒に来たんだ、帰りくらい送っていくって」

　言っている言葉は優しいが、玲司の顔には憤怒が滲み出ている。

　このまま彼の車になんて乗ったら、なにをされるか分からない。

「い、行かない！　お願い、離して！」

　巴は玲司を振りほどこうともがくが、どれだけ力をこめても彼の手は外れそうにない。

「あんまり暴れんなって。他の人が変に思うだろ？」

　玲司の言葉に巴は口を噤む。いっそ悲鳴をあげて暴れてやろうかとも思ったが、まだ実際に玲司になにかされたわけではない。

　痴情の縺もつれだと周囲に変な目で見られるのが嫌で、巴は抵抗らしい抵抗ができずにいた。

　巴が大人しくなったのをいいことに、玲司は植物園を出て駐車場へと向かう。

　遊びに来るには遅く、帰るには早い時間だからか、駐車場には他に人がいなかった。

「お願い、離して。私、タクシーを拾って帰るから」

「ダメだ。まだ話が終わってないだろ。続きは俺の家で話そう」

　玲司が助手席のドアを開ける。

　そのまま押し込まれそうになって、巴は本格的に抵抗した。

「嫌っ、乗らない！　もう話すことなんてないよ。なにを言われたって、別れるって決めてるし」

「巴、くっそ……！」

　玲司が苛立った様子で巴の顎を掴む。キスされると思って、巴は咄嗟に顔をそむけた。

　玲司の唇が頬へと当たる。避けられたことが勘に触ったらしく、玲司の苛立ちがさらに募る。

「抵抗するんじゃねーよ！」

　ドンッと身体を押されて、助手席のシートに押し倒された。

　身体を起こして逃げようとしたら、玲司が上から伸し掛かってくる。

「このままここで、わからせてやろうか」

　玲司の目が怒りと欲望でギラついている。

　足を掴まれ、彼の手が太ももをまさぐった。ぞわりと鳥肌が立つ。

　抵抗しようと足をばたつかせたが、すぐに押さえ込まれてしまう。

「嫌だ、離して！　誰か助けて！」

　このまま玲司に好きにされるくらいなら、もう奇異の目で見られてもいい。

　巴が大きな声を出して、周囲に助けを求めたそのときだった。

「なにをしている！」

　良く通る、低く鋭い声が空気を裂いた。次いで現れた男性を見て、巴は目を丸くする。

　すらりと背の高い長身に、俳優かと思うほど整った顔立ちには、非常に馴染みがある。

（う、宇月社長!?）

　こんなときだというのに、巴は驚いてポカンと口を開けてしまった。

　けれど、宇月の顔を知らない玲司は、いきなり現れた闖入者ちんにゅうしゃに眉を顰める。

「なんだよ、あんた」

「ただの通りすがりだ。しかし、女性が乱暴されている現場を、見過ごせないと思ってな」

　宇月は巴の知りあいだとは言わず、あくまで通りすがりとして助けようとしてくれているらしい。

　彼の言葉を聞いて、玲司は苛立ったように顔を顰めた。

「あー、それは誤解ですよ。コイツ、俺の恋人なんで」

「違います！　もう、別れたいって言ったのに！」

　すかさず巴が言うと、玲司は忌々しそうに舌打ちをする。

「彼女はそう言っているが？」

「ちょっと、喧嘩してるんです。すぐ仲直りしますから」

　宇月と話しながらも、玲司は巴が逃げられないよう押さえつけている。

　巴はぶんぶんと首を左右にふって、助けを求めるように宇月を見つめた。

「たとえ恋人同士であっても、同意のない行為は犯罪になるのは知っているか？」

「犯罪って、そんな大袈裟な」

「大袈裟だと言えるのは、加害者側だけだろう。少なくとも、嫌がる女性を組み敷くのは見苦しくてならない。本当に恋人なのだというなら、出直したらどうだ？」

「っ、あんたには関係ないだろう、俺達は愛しあってんだ。放っておいてくれよ」

　こんなことをしておいて、愛しあっているなんてよく言えるものだ。

　玲司が宇月に気を取られている隙に、巴は玲司の拘束を振りほどいて車から降りた。

「愛しあってない！　助けてください！」

　巴が宇月の背に逃げ込むと、彼は任せろとばかりに頷いた。

「どうやら、同意だと思っているのは君だけのようだな」

「っ……！」

　玲司が悔しそうにギリッと奥歯を噛んだ。

「あまりにしつこいようだと、警察を呼ぶぞ」

　宇月が脅すように言うと、玲司の顔が赤黒く膨らみ、怒りと憎しみに歪む。

「なんだよ、このクソ女！　お前みたいなお高くとまった不感症女なんか、こっちから願い下げだよ！」

　玲司が声を荒らげて怒鳴り、バタンと乱暴に助手席のドアを閉めた。

　それから速足で運転席に回ると、さっさと乗り込んで車を発進させる。

　玲司の姿が見えなくなったところで、巴は張り詰めた糸が切れたように力が抜けて、その場に座り込んでしまった。

「大丈夫か、日下部」

「だ、大丈夫です。安心したら、腰が抜けてしまって」

　宇月が差し出してくれた手に掴まって、巴はどうにか立ち上がる。

　穏便に別れられるとは思っていなかったが、あそこまで醜く罵られるとも思っていなかった。

　玲司に対する失望で気が重たくなる。曲がりなりにも一度は好きになった相手なのだ。あんな姿は見たくなかった。

「それにしても、どうして宇月社長がここに？」

　おかげで助かったが、あまりにタイミングが良すぎではないだろうか。

　巴が首をかしげると、宇月は狼狽えた様子で視線を宙にさまよわせた。

「いや、それは……君が昨夜、ここで別れ話をすると話してくれただろう。あのときの、君の様子が気になってだな……」

　宇月はばつが悪そうで、珍しくしどろもどろになっている。

「まさか、それで心配して様子を見にきてくれたんですか？」

「ス、ストーカーではないぞ!?　痴情の縺れによるトラブルはよく耳にするし、なにかあってはいけないと思ってだな……決して、やましい気持ちで君のあとをつけたわけでは……」

　慌てて弁解するのを聞いて、巴はふっと笑ってしまった。

　そんな心配をしなくても、宇月が巴のストーカーだなんて思うはずがない。

「ありがとうございます。おかげで助かりました」

　宇月が来てくれなければ、あのまま車で犯されていたかもしれない。

　あるいは、彼のマンションに連れ込まれて、別れることもできなかったかも。

「人目のある場所で別れ話をしたら、強引な手段に出ないだろうと思っていたんです。でも、ちょっと見通しが甘かったかもしれません」

　玲司に掴まれた腕をさする。容赦ない力で引っ張られて、赤くなってしまっていた。

（……怖かった）

　別れを告げたのに、あんな風に強引な手段に出ると思わなかった。

　結局、玲司は巴の意志などどうでも良いのだ。だからこそ、約束を破ってもなんとも思わず、巴が大事にしている趣味だって踏みにじるのだろう。

（私、なんで玲司のことが好きだったんだろう）

　巴のことを好きだという言葉に、誤魔化されていたのかもしれない。

　玲司の言うことを聞けない自分が悪いのだと、彼の行いを全部許してしまっていた。

「よく頑張ったな」

　ぽんっと、宇月の手が頭に置かれる。その言葉に、不覚にもぽろっと涙が零れた。

　そうだ。巴はずっと頑張っていたのだ。

　玲司を怒らせないように、彼の言う理不尽にも耐えていた。

「ひ、日下部!?」

　泣き出してしまった巴を見て、宇月が狼狽える。彼は慌ててポケットからハンカチを取り出して、巴に差し出した。

「す、すみません……ありがとうございます……」

　巴はどうにか涙を止めようと頑張ったが、なにかの線が切れたかのように、ぽろぽろと涙が溢れだして止まらなかった。

「ご、ごめんなさい。涙、止まらなくて」

「いや、いいんだ。今までずっと我慢していたんだろう？　好きなだけ泣けばいい」

「う、でも……」

　宇月の優しい声に、また涙腺が刺激される。
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　けれど、こんな場所で巴が泣いていれば、宇月まで変な目で見られるだろう。

　巴が気にすると、宇月はああっと周囲を見回した。

「向こうに俺の車を駐めてあるが、乗るか？」

　巴は玲司に車に連れ込まれそうになった恐怖を思い出し、ほんの少しだけ躊躇った。

　けれどもそれは一瞬で、宇月が同じことをするはずないと頷く。

「あの、お言葉に甘えて構いませんか？」

「ああ、もちろんだ」

　宇月が乗ってきたのは、いつも通勤で使っている運転手付きの社用車ではなかった。

　クーペタイプの白の外車で、自分で運転するためだろう、走りやすさを重視したスポーツカーに近い車だ。

　宇月は紳士的に助手席側のドアを開けて巴を乗せると、運転席へ回り込む。

　スムーズな動作で車を発進させて、植物園の駐車場を抜け出した。

「君の家までは、一時間程度か」

　ちらりとナビを見て、宇月が告げる。

　その頃には巴の涙もマシになっていて、宇月のハンカチをダメにしながら、巴はグスリと鼻をすすった。

「あの、なにからなにまで、本当にすみません」

「謝罪は不要だ。俺が好きにやったことだから、気にするな」

　ハンドルを握り、まっすぐ前を見つめながら、なんでもないことのように宇月が言う。

　けれど、宇月がいなければきっと巴は玲司を振り切れなかったし、もし逃げることができていても、帰りの足に困っただろう。

　あんな場面を見たあとだというのに、宇月は巴にあれこれと質問してくることはなかった。

　話をふってきても本当に何気ない雑談で、きっと、巴の心が落ち着くのを待ってくれているのだろう。

（優しい人だなぁ）

　細かな気遣いひとつとっても、巴のことを考えてくれているのだと分かる。

　きっと、宇月のパートナーになれる人は幸せだろう。

　運転する横顔を見つめながらそんなことを考えてしまって、巴は慌てた。

（玲司と別れたばかりだっていうのに、なにを考えているんだか）

　馬鹿なことを思った自分を恥じるように、ハンカチに顔を埋めた。けれどもハンカチから、ふわりと宇月の香水の香りがして、なおさら落ち着かない気持ちになる。

　ドギマギしながら一時間程のドライブを終えると、巴のマンションが見えて来た。

　ありがとうございますとお礼を言おうとして、マンション前に駐められた車を見つけて凍りつく。

「日下部、どうした？」

「あれ……あの車、玲司の……」

　巴は震えた手で車を指した。

　黒のハッチバック車は見覚えがある。ナンバーまで確認して、間違いないと確信を得た。

「あいつに合鍵は渡してあるのか？」

「っ……はい」

　宇月の指摘に巴はハッとした。

　互いの家の合鍵を交換してあるのだ。その気になれば、玲司はいつでも巴の自宅に入れる。

　巴を罵って帰っていったのだから、もう諦めたのかと思ったが、玲司はまだ巴と関係を持とうとしているらしい。

（どうしよう、怖い……）

　車に引きずり込まれそうになったときの恐怖が蘇る。

　巴が震えていると、宇月が落ち着いた声で大丈夫だと告げてくれた。

「君が嫌でなければ、俺の家に来るか？」

「え？」

　突然の誘いに、巴は驚いて宇月を見た。

　宇月はハッとした顔をしてから、少し顔を赤らめて首を左右に振る。

「ち、違うぞ。べつに下心から誘ったわけではなくだな！　じ、自宅は待ち伏せされている可能性があるのだろう？　ホテルを手配してもいいが、誰かが側にいた方が安心できるのではないかと思ったんだ」

　宇月は早口でまくし立てて、ふいっと視線を巴から逸らした。

　こんなときだというのに、その仕草が愛らしくて口元に笑みが浮かんだ。

「だが、その、女性を家に誘うというのは配慮がなかった。今から都内のホテルを探して――」

「あの、お邪魔して構いませんか？」

　宇月の言葉を遮って、巴がそう声をかけた。宇月は驚いて目を瞬く。

「正直、今ひとりになるのは少し怖いんです。宇月社長のご迷惑にならないのであれば、泊まらせてもらえると嬉しいのですが……」

　さすがに厚かましすぎるお願いだろうかと、巴は赤くなって俯く。

　けれど、今ひとりになるのは本当に心細いのだ。ホテルにいれば玲司が来ることはないだろうが、相談できる相手がほしい。

　巴を助けてくれた宇月なら、信頼できる気がした。

「め、迷惑ではない！　君がいいならその、歓迎する」

　宇月は微かに頬を朱色に染めてそう言うと、再び車を発進させた。

　そうして連れて来てもらったのは、都内にある高層マンションの一室だった。

　オートロックなのはもちろん、エントランスにはドアマンが立っていて、警備は万全そうである。

　たとえ玲司が巴の居場所を知っても、これなら入ってくることはできないだろう。

　宇月が住んでいるのはそのマンションの高層階らしく、専用の高速エレベーターで四十階まで上がっていく。

　到着した部屋は広々としていて、ひとり暮らしにしては贅沢すぎる住まいである。

　リビングから見える景色は絶景で、東京の街並みが一望できた。

「押しかけてしまって、すみません」

　革張りのソファーに座りながら、巴は落ち着かない気持ちで礼を告げた。

「いや、いいんだ。誘ったのは俺だしな。君は今日、大変な思いをしたのだから、私のことは気にせず寛くつろいでくれ」

　宇月はそう言うと、巴に珈琲を淹れてくれた。

　いつも会社では巴が宇月に給仕しているのに、なんだか擽くすぐったい。

　宇月はテーブルにカップを置くと、電話のために部屋を出た。

（いつになったら、マンションに戻れるかな）

　早急に鍵を交換するべきだろう。けれど、鍵を交換しただけで安心できるだろうか。

　自宅を知られているのだから、行き帰りに待ち伏せされる可能性だってあるのだ。

　もう自宅に来ないように、きちんと話しあうべきだろうか。

　いやしかし、今の玲司に話が通じる気がしない。

（これから、どうすればいいんだろう）

　巴が落ち込んでいると、電話を終えた宇月がリビングへ戻ってくる。

「すまない、待たせたか？」

「い、いえ、まったく」

　巴は笑顔を作って、宇月が淹れてくれた珈琲に口をつけた。

　香りのいい珈琲は、荒れた心を落ち着けてくれる。

（宇月社長がいてくれてよかった）

　ひとりだったら、きっともっと取り乱してしまっていただろう。

　こうして手を差し伸べてくれる相手がいるのが、ありがたい。

「君の恋人は、ずいぶんと厄介な人種のようだな」

　Ｌ字型のソファーに距離を置いて座り、宇月はポツリと玲司の話題を出した。

「……そうですね。もともと、自己中心的なところはあったんですけど、ここまで話が通じないと思いませんでした」

「勝手に家にまで来ているのだろう？　このままでは、ストーカー化する可能性もありそうだが」

　宇月の指摘に巴は身震いした。

　その瞬間、ぶぶぶと巴のスマホが震える。嫌な予感がして確認すると、思った通り、玲司からのメッセージだった。

「あいつからか？　なんて言ってきている？」

「話がしたいから、家で待ってるって」

　巴は救いを求めるように宇月を見た。宇月はゆっくりと首を左右に振る。

「分かっていると思うが、もう会わない方がいい。なにをされるか分からないぞ」

　宇月の言葉に巴は頷いた。巴も、これ以上玲司と話がしたいとは思えない。

　連絡先をブロックしてから、巴は大きくため息を吐いた。

「ああもう、どうしてこうなっちゃったんでしょうか。私の別れ方が悪かったんですかね……」

「いや、君はなにも悪くないだろう。まあ、あえて言うなら男の趣味が悪いとは思うが」

「うっ……」

　暗に玲司のどこが良かったのかと問われて、巴は言葉に詰まった。

　正直、どうして何年も交際していたのか、巴も上手く説明できない。

「……初めての恋人だったんです。それまで交際したことなんてなくて、こんなものかなって」

「こんなもので片づけるには、性格に難があるように思えたが」

「ですよね。でも、なかなか気づけないものなんですよ」

　そう考えると、やはり巴には男を見る目がないのかもしれない。

「好きだって言われて、舞い上がっちゃったんです。それまで私に好意を寄せてくれる相手なんていませんでしたから。たぶん、押しに弱いところがあるんだと思います」

「……そうか。君は押しに弱いのか」

　ふぅんと、宇月が口元に手を当てて唸る。

「え、なんですか？」

「いや、なんでもない。ここにいる間は、自分の家だと思って好きに過ごしてくれていい。ああ、だが向こうにある部屋には入らないでくれると助かる」

　宇月はリビングの奥にあるドアを指した。巴は分かったと頷く。

「宇月社長の寝室ですか？」

「いや、それはあっちだ。向こうは……まあ、作業部屋だな」

　作業部屋という変わった響きに、巴は首を捻る。

　仕事部屋ではないのだろうかと思ったが、宇月の趣味を思い出してハッとした。

（なるほど。推し活のための部屋か）

　であれば、誰かに入られたくないのも納得である。

　巴だって、配信用の部屋を誰かに見られたくはない。

（配信……そうだ。明日は配信予定の日だ）

　それまでにはマンションに戻らなければと思うが、玲司のことだ。配信時間を見計らって家に押しかけて来るかもしれない。そうなったら、最悪だ。

　配信をしているということは、巴が家にいるのだと知らせることになる。どうすればいいだろう。

「暗い顔をしているな。心配事か？」

「そうですね、いつになれば家に帰れるだろうと思いまして」

「少なくとも、相手の頭が冷えるまでやめた方がいい。二、三日は様子を見るべきだろう」

「二、三日……」

　それでは、明日の配信は諦めるしかないだろう。

　金曜日も配信を中止にしてしまったのだ。明日はどうにか予定通り配信したかったのだけど。

「自宅に戻りたい理由があるのか？」

「ええっと、はい、まぁ」

　宇月の問いかけに、巴は歯切れ悪く答える。

　配信のことはあまり広めたくない。玲司みたいに馬鹿にされるか、そうでなくても、奇異の目で見られるかもしれない。

「その、私にも趣味がありまして。その関係で家に戻りたいんです」

　巴が相談すると、宇月は難しい顔をした。

「それは、ここからではできないのか？」

「宇月社長の家で、ですか？」

　どうなのだろうか。宇月の家にもパソコンはあるだろうし、巴が配信に使っているソフトは、カリュクスが開発したものだ。自社のソフトなのだから、宇月のパソコンにもインストールされている可能性が高い。

　だが、トモトモの画像データや、ゲームのセーブデータは自宅に戻らないと手に入らない。

　それさえ持ち出せたら、宇月の家からでも配信できるかもしれないが。

（問題は、ここから配信するなら、宇月社長に全部話さなきゃいけないってことだよね）

　巴はじっと宇月を見つめる。

　配信をしていることを広めたくはないが、宇月ならばきっと、馬鹿にせずに話を聞いてくれるのではないだろうか。

「……実は私、バーチャル配信活動を行っていまして」

　おずおずと、巴は趣味について宇月に打ち明けた。

　明日の夜に配信予定が入っていることや、カリュクスが開発したソフトを使用していることなどを話して、宇月の家から配信できないか相談してみる。

「やっぱり、ここで配信させてもらうのは難しいでしょうか」

　巴が話している間、宇月は始終無言であった。

　打明け話に驚いたように目を丸くしていたが、巴の相談を受けて、彼はガシッと両手を掴む。

　植物園で玲司に触れられたときはあんなに怖かったのに、宇月の手の平は不思議と心が落ち着いた。

「任せろ。君が安心して配信できるよう、俺が環境を整えてやる」

　それは、非常に頼もしい言葉だった。

　宇月は巴の趣味を欠片も馬鹿にすることなく、どうすれば無事に配信できるかを真剣に考えてくれる。

「配信環境はどんな感じなんだ？　マイクはなにを使っている。ミキサーとキャプチャーボードは？」

　宇月の口から具体的な質問が出て来て驚くが、考えてみれば、彼はバーチャル配信用のアプリを開発した人である。配信環境に詳しくても当然であった。

　巴は宇月の質問によどみなく答えていく。

「なるほど。それなら、配信環境を整えるのは難しくなさそうだな」

「え、宇月社長、今言った機材を全部お持ちなんですか？」

「まあ、準備はできる。問題は、配信用の２Ｄデータとゲームのセーブデータだな。こればかりは、君の家から持ち出さなければいけない」

　あっさりと準備できると言った宇月に驚く。

　普通は持っていないはずなのだが、もしかしたら、アプリのテストにでも使っていたのだろうか。

「君の家の鍵は持っているな？」

「あ、はい。ちゃんとあります」

「あの男は合鍵で君の家に侵入しているようだが、食事や着替えなどのタイミングなら家を空けるだろう。その隙に、必要なデータを回収する。あんな男のために、君が我慢する必要なんてない。かならず、予定通りに配信を行おう」

　力強い宇月の言葉に、巴は胸の奥がじんとした。

　いままで、こんなにも巴の趣味を応援してくれた人なんていなかった。

　恋人であった玲司さえも、配信をやめろと邪魔ばかりしていたというのに。

「宇月さんは、どうしてそこまで協力してくださるんですか？　私を助けたところで、なんの得もないのに」

　巴にとってはありがたい限りなのだが、自宅に泊めてくれて、配信の準備まで手伝ってくれるなんて、普通はなかなかできないだろう。

　しかも、宇月と巴は友人という関係ですらない。ただの、会社の上司と部下だ。

　不思議になって問いかけると、宇月はどこかばつが悪そうに視線をさまよわせた。

「あー……まあ、そうだな。君の元恋人に対して腹が立っているというのもあるが。まったく、見返りを期待していないわけでもない」

「え、あ、そうですよね！　私にできることであれば、当然、お礼させていただきます」

　こんなにも宇月に世話になったのだ。礼をしないわけにはいかないだろうが、果たして、宇月が喜ぶようなお礼が巴にできるだろうか。

「あ、いや、そういう意味ではない。私が勝手にやっているのだから、礼などは不要だ」

「え、でも、見返りって……」

「物理的なものと意図したわけではない。俺は君を避けていたことで、不快な思いをさせてしまっていただろう？　その埋めあわせだとでも思ってほしい。……君の心証を良くしたいんだよ」

　恥ずかしそうにそんなことを言われて、巴の顔まで赤くなる。

　まるで口説かれているのではないかと、誤解してしまいそうだ。

（ち、違うよね。社長と秘書として、関係を改善していきたいって意味よね？）

　おかしな誤解をしてしまわないよう、自分に言い聞かせて速くなった鼓動を宥めた。

















四章　社長と一夜を共にして












　それから巴は宇月の家で夕食をとることになった。

　世話になっているのだから夕飯を作ると申し出る。キッチンを好きに使ってくれていいと言われて、予想以上に充実した設備に驚いた。

　お洒落なアイランドキッチンはきちんと使用されているようで、手入れされた調理器具は使いやすそうだ。材料はあると言われて開いた冷蔵庫の中には、野菜や肉が詰まっていた。

「宇月さん、普段から料理されるんですね」

「接待がない日は自炊しているんだ。外に食事に行くのも面倒でな」

　本当になんでもできる人なのだと尊敬する。

　仕事はできるけれど生活はだらしないという人も多いが、宇月には当てはまらないようだ。

　家の中は綺麗に整頓されているし、きっと、家事もひと通りこなすのだろう。

（宇月社長の舌にあえばいいけど）

　冷蔵庫の材料を確認して、巴は簡単なパスタとスープを作ることにした。

　巴もそれなりに料理が得意だが、宇月は普段からいいものを食べ慣れている。喜ばすことはできなくても、不味いと思われないよう気合を入れて調理した。

　巴がキッチンに立つ間、宇月はソファーに座って機嫌が良さそうにこちらを見つめている。

　ずっと宇月の視線を感じて、巴はなんだか落ち着かない。

「あの、宇月さん。食事ができたらお呼びしますから、好きなことをされていて大丈夫ですよ」

　宇月にも、推し活という趣味があるはずだ。

　巴がそう促すが、宇月は大丈夫だと首を左右に振る。

「いや、必要ない。こうして、君を見つめている方が楽しいしな」

「っ、わ、私は推しではありませんよ!?」

　宇月の言葉に慌ててから、巴は自分が彼の推しに似ていると言われたことを思い出す。

　きっと、宇月にとってはこれも推し活の一環のような気持ちなのだろう。

「……ああ、そうだな。ただ、推しとは関係なく、君を見ているのが楽しいんだ」

　甘い顔でそんな風に言われては、なおさら落ち着かなくなってしまう。ドキドキと心臓が速くなって、勝手に体温が上昇した。

　妙に宇月を意識してしまって、料理にも集中できないでいる。

（なにこれ。玲司と仲が良かったときでさえ、こんな風にならなかったのに）

　きっと、宇月が格好良すぎるのがいけないのだろう。

　それなのに、巴に対して優しいから、なおさら平静でいられなくなる。

　どうにか夕食を作り終えると、皿に盛り付けて配膳する。

　宇月はリビングにあったワインセラーから一本取り出すと、テーブルに置いた。

　二人分のグラスを置いたところで、彼はしまったという顔をする。

「すまない。つい癖でワインを出してしまったが……今日は飲まない方がいいかもしれない」

「え、どうしてですか？」

「君が泊まるというのに、酔ってしまうのはまずいだろう」

　顔を赤らめて言う宇月につられて、巴の顔も赤くなる。

（まさかそれって、私と関係をもってしまうことを心配してる？）

　宇月に女性として意識されているのだろうか。

　もしそうなのだとしたら嬉しいと、喜んでしまっている自分の心に驚いた。

　巴の方こそ、宇月を男性として意識している。

「ええっと……少しくらいなら大丈夫ではないでしょうか。もしよければ、私も少しいただきたいです。ダメですか？」

　無意識にワインを取り出したということは、普段から嗜んでいるのだろう。

　我慢させるのも悪いし、宇月が飲んでいるワインに興味もある。

　宇月は少し迷った顔をして、しまいかけたボトルをテーブルに置き直した。

　コルクを抜いて、二人分のグラスに注ぐ。

「君はしっかりしているように見えて、存外、危機意識がないな」

　コトンとグラスを巴の前に置いて、宇月は呆れた声を出した。

「宇月さんを信用しているんです」

　巴に手を出すつもりなら、酒を飲むのをやめようとは言いださないだろう。

　短い付きあいでも、宇月の誠実さは十分伝わって来た。

　けれども、宇月は面白くなさそうに唇を尖らせている。

「あまり俺を過信するな。君を裏切りたくはないが、酔ったあとも紳士でいられる自信はないぞ」

　宇月は脅すように言ってから、巴の正面に座った。

　紳士ではない宇月を想像して、巴の心臓がドクンと跳ねる。

　巴だって、他の男が相手ならこの状況で酒を勧めたりはしなかっただろう。

　けれど、ここにいるのは宇月だから。

　もし彼が相手なら、間違いが起きても後悔しないという下心があったのだ。

（おかしな気分だ。恋愛なんて、もう当分必要ないって思ってたのに）

　玲司との交際で疲れてしまい、恋人なんて当分要らないと思った。

　けれど、相手が宇月であるなら、その限りではない。

　巴が自分の気持ちに戸惑っていると、不安がっていると誤解したのか、宇月がふっと表情を崩す。

「そう不安にならなくても、グラス一杯程度で酔いはしないさ」

　カンッと軽くグラスをあわせて、食事を開始した。

　冷凍のアサリがあったのでボンゴレビアンコを作ったが、美味くできただろうか。

　くるりとフォークでパスタを巻いて口に運ぶ。魚介の風味とにんにくがふわりと香って、悪くない味だった。

「美味いな。日下部は料理も得意なんだな」

「得意というほどではありませんが、お口にあって良かったです」

　宇月に褒めてもらえて、巴はほっと胸を撫でおろす。

　お世辞もあるだろうが、パクパクと料理を食べ進めているところを見ると、気に入ってくれたのは本当なのだろう。

「手料理を食べる機会があまりないのだが……こんな風に美味い食事を作ってくれる妻がいれば、きっと幸せなのだろうな」

「ぐっ！　つ、妻ですか？」

　突然の宇月の言葉に、巴はパスタを詰まらせる。

　慌てる巴を見て、宇月はふふっと唇を微笑むように歪ませた。

「冗談だ」

　からかわれたのだと分かって、巴はグッとワインでパスタを流し込んだ。

　口に含んだワインは想像したよりも芳醇で、度数も強いのか、喉がカッと焼ける感覚がする。

「おい、あまり一気に飲まない方がいい」

　巴の飲み方を見て、宇月が慌てる。けれど、既にグラスの半分を飲んだあとだった。

　頭の奥がフワフワとして、気が大きくなる。

「宇月さんは、あまりそういう思わせぶりなことを言わない方がいいですよ」

　トンッとグラスを置いて、巴は宇月を睨みつけた。

「宇月さん、ただでさえ格好良いんですから。相手に惚れられても文句は言えませんよ」

「ほう、それは興味深いな。君も惚れそうになってくれるのか？」

「当たり前です。さっきから危ないなって何度も思ってるんですから。ただでさえ、玲司のことで心が弱ってるところに優しくされてクラクラきてるんですから、気をつけてください」

　巴は唇を尖らせて、残ったワインを飲み干した。

　宇月は面食らった様子で巴を見つめてから、低い声で唸る。

「……気をつけるべきなのは、君の方だ。恋人と別れたばかりなのだし、怖い思いもしたのだからと、遠慮していたと言うのに」

　宇月はそう言うと、立ち上がって巴の隣に座る。

　いったいなにをするつもりだと身構えていると、顎を掴まれて唇を押しつけられた。

　宇月の整った顔がすぐ近くにある。そのまつ毛の長さに見惚れたところで、やわやわと唇を食まれて、巴はハッと我に返る。

「っ、な、なにをするんですか！」

　巴が慌てて宇月の身体を押し返した。

　それでもまだ宇月との距離は近く、至近距離で顔を覗き込まれてドギマギしてしまう。

「君は押しに弱いんだろう？　俺にぐらついてくれているようだし、こうすれば惚れてくれないかと思ってな」

「な、なにを……わ、私なんかを惚れさせて、どうするつもりなんですか」

　顎を掴んでいた宇月の手が、巴の頬を撫でる。

　その指の仕草が妙に艶めいていて、本当に惚れてしまいそうだ。

「本当に気づいていないのか？　今日、わざわざ植物園まで行ったのも、こうして家にくるよう誘ったのも、相手が君だからだ」

　宇月の目は、熱で微かに潤んでいる。まっすぐに見つめられ、きゅっと胸が締めつけられた。

「君が好きだ。次の恋人候補に、俺を加えてくれないか？　俺なら、君の趣味を尊重するし、あの男のように君を傷つけないと誓おう」

　ストレートな告白に、巴は胸を打たれたような気持ちになって、言葉を失った。

　今聞いた宇月の気持ちが信じられなかった。

　こんな美しく完璧な男が、自分のことを好き？　恋人になりたいと望んでいる？

　真っ赤になってなんの反応もできずにいると、宇月の目尻が柔らかく下がった。

「君は驚いた顔も可愛いな」

　そう言って、彼は再び巴に口づけた。熱くて柔らかな唇の感触に、鼓動が速まっていく。

　拒絶しなければと思うのに、彼の口づけが心地よくて動けない。

　戸惑っている間に、巴の頬を撫でていた宇月の手が後頭部へと回った。

　しっかりと押さえつけられて、逃げ場を失った唇に彼が深く吸いついた。

「ふっ……あっ……」

　口づけの合間に甘い声が漏れる。巴を見つめる宇月の目が甘くて、ただ唇を重ねあわせているだけなのに、彼に愛されているのだと錯覚しそうになってしまう。

　長い時間をかけてたっぷりと巴の唇を味わったあと、ようやく彼が少し離れた。

「俺を拒絶しないのか？」

　問われて、巴はすっかり抵抗を忘れていたことに気がついた。

　けれど、頭の芯が熱で痺れたようになっていて、上手い言葉が浮かばない。

「グラス一杯では酔わないと、言っていたじゃないですか！」

　視界の端にワインボトルを見つけて、巴は宇月を非難した。

　あのワインはかなり度数が高かった。宇月がこんなことをするのは、きっと酔っているからに違いない。

　そう思ったのだが、宇月は心外なと言わんばかりに肩を竦めた。

「グラスを見てみろ。最初のひと口だけしか飲んでいない。俺は素面だ」

　言われて巴は宇月のグラスを確認した。彼の言葉通り、そこにはワインが残ったままだ。

　つまり、彼は酒に呑まれたわけでもなく、正気のまま巴に告白したことになる。

「だって、そんな。どうして私なんかを……」

「自分を卑下するな。君は魅力的な女性だ。あんな男には勿体ない」

　宇月の唇が再び近づく。今度は、唇ではなく耳に吐息が触れた。

「どうか、俺に君を愛させてくれないか？」

　誘惑するように、彼の低い声が耳朶じだを撫でた。

　彼にもっと触れられたいという欲が湧いてくる。

　気づけば巴は、こくりと首を縦にふって頷いていたのだった。






　広々とした寝室は、微かに宇月の香水の匂いがした。

　くらくらしそうな香りに包まれて、巴は今、下着姿で宇月に組み敷かれている。

「日下部、すごく綺麗だ」

　とろりと甘い目で巴を見下ろす宇月こそ、とても綺麗だと巴は思った。

　シャツのボタンをすべて外した隙間から、鍛えられた逞しい肌が見えている。

　肌は白いのにきっちりと筋肉がついていて、男らしい色気にドキドキしてしまう。

　宇月の手が巴の肌を辿った。肩からゆっくりと下りて、下着のラインをなぞるように動く。その手の動きに意識を奪われていると、今度は熱い唇が鎖骨へと落ちて来た。ちゅっと軽く吸い付いたあと、下へ向かってゆっくりと動く。

「あ……」

　こうして誰かに肌を見せるのは、久々だった。

　玲司への気持ちが揺らいでから、巴はなんだかんだと理由をつけて行為を避けていたからだ。

　宇月の手と唇は決定的な場所には触れず、じれったいくらいの速度で愛撫していく。

　胸の膨らみに指が触れたかと思うと、焦らすようにすぐ離れていくのだ。

　もどかしいと感じた瞬間、宇月の手が巴の背中に回った。

　パチンとホックを外されて、藍色の下着が浮き上がる。

「脱がすぞ」

　断りを入れてから、宇月は巴のブラを取り去った。上半身を裸にされて、巴は羞恥から手で胸を隠す。

　宇月は巴の手を無理に引きはがすようなことはしなかった。

　再び胸とは関係ない肩口にキスをしながら、腰回りをじれったく撫でる。

　こんな風に、性感帯ではない場所をじっくり愛撫されるのは初めてだった。

　玲司との行為はいつも性急で、胸や秘所にしか触れてこない。

　それも極めて短い時間であり、巴が濡れればすぐに次の行為に及んだ。

「っ……ふッ……」

　宇月の指先が、下胸の際をなぞった。普段ならなにも感じない場所のはずなのに、焦らされた身体はそんな刺激にさえも敏感に反応してしまう。

　宇月は両手でゆっくりと下胸の際をなぞり続ける。

　その動きに身体は高まっていくが、物足りなくて焦れてしまう。

　早く先へ進んでほしい。

　もどかしさで巴が身体をくねらせると、宇月はようやく胸を隠す巴の手に触れた。

「手を退けても構わないか？」

「は、はい……」

　巴は自分から両腕をだらりと腰の横へと移動させた。

　けれども宇月はすぐに触れようとはせず、じっと黙って巴の身体を見下ろしている。

「あ、あの、そんなに見ないでください」

「ああ、すまない。あまりに、美しいと思って」

　身体をそんな風に表現されるのは初めてだ。

　巴の胸は人よりは少し大きい方だし、スタイルも悪くはないと思う。

　けれども、モデルのような体型というわけではないし、なにより玲司には一度も身体を褒められたこともなかった。

　宇月の手が乳房に触れる。けれども激しい動きではなく、指先でゆっくりと円を描くようにじわじわと外側を愛撫した。

「ふっ……ん……ぁ……」

　中心には決して触れず、乳輪の際を焦らすようにして愛撫され続ける。

　ゆっくりと時間をかけて焦らされて、巴の熱がどうしようもなく高まっていく。

「あの男は去り際に君を不感症だと言っていたが、それはとんだ嘘だな」

「え？」

「まだ触れてもいないのに、君のここはこんなにも硬く立ち上がっている」

「ひゃあンっ！」

　突然ぎゅっと先端を摘ままれて、ビリビリとした快楽が腰へと駆け抜けた。

　自分でも驚くほどの声が出て、巴は目を丸くする。

「良い反応だ。君は胸だけでこんなに感じることができるんだな」

「あッ、ああっ、ふぁン、ひゃあっ」

　すりすりと指の腹で桜色の粒を撫でられて、巴はびくびくと身体を震わせた。

　散々焦らされたせいか、緩く先端を刺激されるだけで信じられないくらいの快楽が湧いてくる。

　声を抑えることができなくて、されるがままに翻弄された。

「ひぃン、あっ、宇月さん……乳首、ダメぇ」

「こんな気持ち良さそうな顔をして、ダメではないだろうに」

　キュッと軽く摘ままれると、お腹の奥がじんわりと熱くなった。

　自分の下腹部がドロドロに濡れているだろうと予想できる。

　早くそこに触れてほしいと思ったが、宇月はまだ巴の胸を攻め続けた。

　パクリと口で片胸を食わえて、ぬるりとした舌で先端を転がす。

　かと思えば、もう片側の胸を二本の指でコリコリとひっかき始めた。

「ゃんっ、あぁあッ、それダメぇ……あんッ、んん……」

　強い刺激から逃れたくて巴は咄嗟に身体をねじろうとするが、宇月に押さえ込まれて逃れることができない。

　目の奥がチカチカして、お腹の奥がカッと熱くなった。

　我慢できないとばかりに太ももをすりあわせたところで、やっと宇月の手が止まる。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　まだ胸しか愛撫されていないというのに、気づけば巴は荒い息を吐き出していた。

　宇月の手は腰を辿って、ゆっくりと下がっていく。

　指先がショーツのゴムに触れ、くいっと端をひっかける。

　あっと思う間もなく、宇月の手でショーツを引き抜かれてしまう。瞬間、透明な糸が伸びてシーツへと垂れた。

「どろどろだな。色が変わっている」

　宇月に指摘された通り、ショーツのクロッチは水を吸って色が濃くなってしまっていた。

　着替えなんて持ってきていないのに、こんなに下着を汚してしまって恥ずかしい。

「あの、す、すみません。普段はこんなことないんです。濡れにくいって言われたくらいで……」

「濡れにくい？　それは、あいつが言ったのか？」

　宇月の声には呆れたような響きがあった。

　彼は巴の脚の間に身体を割り入れると、指を中心へと這わす。瞬間、くちゅっとはしたない水音が鳴った。

「どうせ、自分本位の行為しかしなかったんだろう。君のどこが濡れにくいんだか」

　宇月は巴のそこがドロドロに解れているのを証明するかのように、激しく水音を鳴らす。

　そのたびに、甘い痺れが腰を伝って、ますます愛液を溢れさせてしまう。

「あっ、ん……はんっ……」

「君はこんなにも愛らしく、感じやすい女性だ。あんな男との行為なんて、忘れさせてやる」

　宇月はそう言うと、巴の太ももを掴んで大きく左右に割り開いた。

　巴があっと思っていると、宇月は唇を巴の濡れた中心へと近づけて、舌で愛液を舐め始める。

「ひゃん！　宇月さん、な、なにを！」

　そんなところを舐められたのは初めてで、巴は慌ててやめさせようと足をばたつかせた。

　けれど、巴の太ももは宇月の手によってしっかり固定されていて、抵抗することができない。

　ぬるりと温かい舌が、襞の内側をなぞる。指で触れられたときよりも強い快楽が走り抜けた。

「ああっ、ふぅっ……ぅんん、ダメです、あっ、そんなの……っ」

　あまりの恥ずかしさに首を振るが、宇月は行為を止めてくれない。

　こんな場所を舐めるだなんて、はしたないし恥ずかしいのに、身体はどうしようもなく反応してしまう。

　宇月の舌が花芽を掠めると、強い刺激が腹の奥へと走る。

「ひゃっ、ぅんん……あっ！」

　愛液と唾液の混じった、ぴちゃぴちゃという音が耳を苛む。

　淫芽を丁寧に舐めとりながら、宇月はだらだらと愛液を溢れされる蜜口に指を差し入れた。

　ゴツゴツと節くれだった指が隘路あいろを解す。宇月は巴の反応を見ながら探るように指を動かすと、花芽の裏側のあたりでピタリと指を止めた。

　第一関節を軽く曲げて、トントンとその場所を叩くような動きに切り替わる。

「んぅあっ、宇月さん、そこダメぇ、ああっ」

　花芯を舌で弄られながら内側からも刺激されて、巴は追い詰められていった。

　強すぎる快楽から逃れたくて身体を捩るけれど、押さえ込まれて上手くできない。

　くちゅくちゅという水音まで快楽を煽ってくるようだ。舌と指で攻められ続けると、むずむずとした感覚がお腹の奥へと溜っていき、今にも弾けそうなほど膨らんだ。

　それを見計らったように、宇月が花芽へ歯を立てる。

　瞬間、強すぎる悦楽の波が全身を駆け巡った。

「っ――――んっ！」

　声にならない悲鳴をあげて、巴はビクビクと身体を震わせながら果てた。

　とんでもなく気持ち良くて、頭がぼうっとする。こんなにも深く絶頂したのは初めてだった。

　宇月は熱で潤んだ瞳で巴を見下ろしている。巴は無意識に彼の下腹部へと視線を移動させた。

　彼のそこはズボン越しでも分かるくらいに反応して、硬く勃起している。確認した巴のお腹が熱く疼いた。

　宇月は巴の気持ちを読んだかのように、自らの衣服を脱ぎ捨てる。黒のボクサーパンツを抜き取ると、想像以上に大きな塊が零れ出た。

　彼は新品の避妊具の箱を開けると、根元まで被せてから屹立の先を蜜口に宛がう。

　けれどもすぐさま挿入することはなく、じっと巴の目を見つめて確認を取った。

「構わないか？」

　巴は無言でこくりと頷いた。

　玲司と別れたばかりでこんなことを、という気持ちもあるが、身体は宇月を求めている。

　宇月は嬉しそうに微笑むと、一気に巴の身体を貫いた。

「んんっ、あっ……ああっ」

　今まで感じたことのないほどの圧迫感に、巴は小さく息を吐き出す。

　十分解されていたそこは、大きな宇月の男根を無理なくすべて呑み込んだ。

　隙間なく内側を埋められて、奥の深いところまで入り込んでくる。

　ぴたりと身体が重なって、宇月の逞しい腕に抱きしめられた。
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「あっ……宇月さん……」

　宇月の身体は熱くて逞しく、巴に安心感を与えてくれる。

　なぜだか胸がいっぱいで、満ち足りた気持ちになった。

「晴馬と呼んでくれないか？」

「……晴馬、さん？　ああっ！」

　名前を呼ぶと、グリッっと奥を刺激された。

　宇月の顔が嬉しそうに綻ぶ。そのまま、短く唇が重なった。

「君に名前を呼ばれるのは、たまらなく嬉しいな」

「そ、そうですか？」

「ああ。もっと呼んでほしい。……巴」

　巴の名前を呼びながら、ゆっくりと宇月は腰を動かし始めた。

　身体を揺さぶられ、巴は縋るように宇月の背中に腕を回す。

「あんっ、あっ、晴馬さん……ああっ！」

　名前を呼ぶと、彼の動きがよりいっそう速くなった。

　宇月の顔が愉悦に歪み、唇から熱を帯びた吐息がこぼれる。必死さの中に、どこか切なげな色気が漂う。

　会社にいるときは寸分の隙もないような宇月のこんな顏を見ているなんて、なんだか不思議だった。

「巴……」

　愛しげに名前を呼ばれると、胸の奥が騒めく。

　己を激しく打ちつけながらも、宇月の動きは思いやりがあった。

　巴の反応をよく確認して、互いに気持ち良くなれるように労わってくれているのが分かる。

（玲司との行為と、全然違う）

　玲司と交わるときは、いつも一方的であった。

　巴は気持ち良くなれずに、ただ早く果ててくれと願っていたときすらある。

　けれど、今は身体だけでなく、心まで満たされているような心地なのだ。

（私、晴馬さんが好きだ）

　甘く身体を揺さぶられながら、巴ははっきりと自らの気持ちを自覚した。

　もっと彼とこうしていたい。その衝動のまま、巴は宇月を抱きしめる腕に力をこめた。

　媚肉が蠢き、彼を搾り取ろうと締めつける。

「っ……はっ、長くは持ちそうにないな……」

　宇月の眉間にきゅっと皺が寄った。次の瞬間、宇月が巴の太ももを掴んで、己の肩に乗せた。

「きゃ、ああああんっ」

　体勢が変わって、いっそう深く宇月の熱杭が突き刺さる。

　宇月の動きが獣のように荒くなって、激しく肉がぶつかる音が寝室に響いた。

　絶え間なく気持ちいい場所を突かれて、頭の奥が白く染まっていく。

（あ、もうイっちゃう――）

「くっ……巴、もう……」

　巴が果てを感じ取ったのと、宇月が切なげな声をあげたのは同時だった。

　最後に抉るように強く最奥を突かれて、快楽の塊が弾ける。

　互いに強く抱きあいながら、巴と宇月は同時に果てた。









　鳥の鳴く声を聞いて、ゆっくりと巴は目を覚ました。

　見慣れない天井に違和感を覚えて、慌ててベッドから飛び起きる。

　広々としたモダンな寝室を見回してから、巴は自分が裸で眠っていたことに気づく。

（そうだ。私、昨夜は晴馬さんと――）

　晴馬との行為は一度では終わらなかった。

　晴馬は何度も巴を求めて、シャワーを浴びたあとも再び交わった。

　最後には疲れ果てた巴が、意識を失うようにして眠ってしまったのだ。

　顔を赤らめながら、巴は状況を確認した。

　窓から差し込む光は明るい。部屋の壁に掛けられた時計は、午前十一時を指していた。

　どうやら、かなり長く眠ってしまったようだ。部屋の中に晴馬の姿はない。

（着替え、どうしよう。裸で出ていくわけにもいかないし……）

　困った巴の足に、紙袋が触れた。

　昨夜までなかったその袋には、宇月の文字で付箋が添えられていた。

　自由に使ってくれと書かれたそのメッセージを受け取って、巴は紙袋の中身を見分する。

「うわ、可愛い服」

　袋から出て来たのは、愛らしいワンピースと下着だった。

　タグは切り取られていたが、どちらも新品だろうというのはすぐに分かる。

　宇月が買いに行っている暇はなかっただろうから、おそらく、人に頼んで届けさせたのだろう。

　申し訳ない気もしたが、これ以外に着る服がない。巴は貰ったワンピースに着替えてから寝室を出た。

　リビングに行っても宇月の姿はない。どこにいるのかと巴が戸惑っていると、近くの扉が開いて中から宇月が出て来た。どうやら昨日宇月が言っていた、作業部屋に入っていたようだ。

　宇月は巴を見て、柔らかい笑顔を浮かべる。

「おはよう。その服、よく似合っている」

「あの、これ、ありがとうございます」

「着替えがないと不便だろう。昨日の服は洗濯機に入れてあるから」

　どうやら、宇月は巴の服の洗濯までしてくれたらしい。

　プライベートとはいえ、秘書である自分が宇月の世話になってしまうとは。

「晴馬さんは、なにをされていたんですか？」

　尋ねてから、しまったと巴は焦る。宇月は今、作業部屋から出て来たのだ。ということは、趣味の推し活をしていたはず。

　推しについては以前もはぐらかされたし、言いたくないのではないだろうか。

　けれど、巴の心配をよそに、宇月はよく聞いてくれたと作業部屋の扉を開けた。

「さあ、中を見てくれ」

「え、入ってもいいんでしょうか」

　この部屋は、昨日は入らないでほしいと言っていたはずなのに。

「ああ。もう入ってくれて大丈夫だ」

　もうとはどういう意味なのかと不思議に思いながら、作業部屋へと入る。

　そこには作業デスクとパソコンが置かれていて、しかも、昨日巴が言った配信用の機材全てが揃っていた。

「うわ、すごい！」

「君の言っていた環境を整えてみた。なにか不備はないか？」

「え、もしかして、これ全部、新しく揃えたんですか!?」

　すべてを用意するとなるとそれなりの値段がする。宇月にとってははした金かもしれないが、恐縮してしまう。

「気にするな。君が安心して配信できるというなら、安いものだ」

　試してみてくれと促されて、巴はマウスを握る。

　デスクトップには、いつも使っている例のソフトのアイコンがあった。起動させると、見慣れた操作画面が映る。マイクのテストをして、音声周りに問題がないかを確認した。

　宇月が用意してくれたパソコンは巴のものより性能がいいのか、重たい動作もさくさく進んだ。

「キャプチャーボードも試したいんですけど、さすがにゲーム機はありませんよね」

　宇月の家にあるはずがないと思いながらも、恐る恐る問いかける。

　すると、驚いたことに宇月はスッと棚から携帯ゲーム機を持ち出した。巴が普段使っているのと同じゲーム機である。

「え、晴馬さんって、ゲームもされるんですか？」

「あぁ、まあな。推しが好きらしいから……」

　まさかの推し活の一環であった。

　なるほどと思いながら、キャプチャーボードにゲーム機を繋ぐ。

「うん、遅延もそんなにありませんし、問題なく起動できますね」

　宇月のゲーム機に入っていたのは、奇しくも巴が今実況しているモンまちであった。

「それにしても、晴馬さんもモンまちやるんですね」

「え、ああ。まぁ、少しだけな」

　ゲームをしているのが恥ずかしいのか、宇月の目が宙を泳ぐ。

　モンまちは、愛らしいモンスターがたくさん登場する、ほのぼのしたゲームだ。

　宇月とゲームのイメージがあわず、巴はふふっと笑ってしまう。

「私も配信でこのゲームを実況してるんですよ。視聴者はそんなに多くないんですけど、毎回、反応してくれるのがすごく嬉しくて」

「……そうか」

　配信の話をすると、宇月の目が柔らかくなった。

　やけに優しい宇月の声に首をかしげていると、彼のスマホが通知音を鳴らした。

　スマホを開いて、宇月は難しい顔をする。

「つい先ほど、君のマンションの前から、ようやくあの男の車が出ていったらしい」

「え……もしかして、見張りをつけていたんですか？」

「あいつの動向が気になって、少しな。調査会社に頼んだ」

　いったいいつの間に、そんな依頼をしていたのだろうか。

　宇月の行動に驚いたが、それ以上に、巴がいないのにひと晩を巴のマンションで過ごしたらしい玲司に怖くなる。

　どうしても巴に会うという執念のようなものを感じて、肌がゾクリとした。

「荷物を取りに行くなら今がチャンスだと思うが」

「そ、そうですね。玲司がまた来る前に、荷物を回収しないと」

「では、車の鍵を取ってくる。君は、パソコンを落としておいてくれ」

　宇月はそういって、作業部屋を出ていった。

　巴は言われた通り、パソコンの電源をシャットダウンする。

　マウスを操作していると、誤ってデスクの上に置かれていたスマホスタンドを落としてしまった。

「あっ、いけない」

　慌てて巴はスタンドを拾おうと身体をかがめる。すると、デスク下に置かれたパソコン本体に、宇月のＵＳＢメモリが挿さっているのが目に入った。

　黒いシンプルなＵＳＢメモリには、愛らしい猫のストラップがぶら下がっている。

　尻尾が二又に分かれた猫を見て、巴は目を丸くした。

「……え、トモトモ？」

　あまりに見覚えがある猫に驚き、巴はまじまじとそのストラップを観察した。

　それは、配信二周年の記念に作った、トモトモのストラップだった。自分で作ったものなのだから、間違いない。

（なんで、晴馬さんがトモトモのストラップを？）

　少数しか作っていないのだ、誰かからプレゼントされたなんてこともないだろう。

　宇月の推しが、巴に似ていると言っていた言葉を思い出す。

　てっきり、アイドルかアニメ等のキャラクターかと思っていたのだが、宇月の推しがトモトモなのであれば、巴に似ているのも当然だった。

「準備はできたか？」

「っ！」

　戻って来た宇月に話しかけられて、巴は慌ててスマホスタンドを元の位置に戻した。

　心臓がバクバクと音を立てる。巴の動揺に気づかず、宇月は涼しい顔をしていた。

（晴馬さんの推しって、もしかして私ですか!?）

　叫び出したい気持ちをぐっとこらえる。

　だって、もしそうだと頷かれたら、巴はどうすればいいのだ。

　巴はまだ宇月に、自分がトモトモだと言っていない。

　宇月はせっかく巴のことを好きだと言ってくれたのに、巴が本当に自分の推しだったと知ったらどう思うのだろう。

　喜んでくれるだけならまだいい。ファンと推しということで、妙な距離を置かれてしまったら？

「巴、どうしたんだ？　顔色が悪いぞ」

　黙ってしまった巴の顔を、宇月が心配そうに覗き込む。

「な、なんでもありません。ちょっと、マンションが心配だなって」

　巴が笑顔を作って誤魔化した。

　実際、玲司がひと晩居座っていたという自宅が心配な気持ちもある。

　昨日の彼は冷静ではなかった。怒った玲司によって、家の中が荒らされていたらどうしようか。

「盗聴器なんかが仕込まれてなければいいが」

「え!?　さすがにそんなことはしないと思いたいですけど……」

　宇月の言葉に巴はぎょっとした。ものが壊されたり盗まれたりする心配はしたが、盗聴器という発想はなかった。

　けれども、もし玲司がストーカーのようになるなら、ありえないことではないのだろうか。

「家に帰るのが怖いです」

　憂鬱な気持ちになりながら、巴は宇月の車で自宅まで送ってもらうことにした。






　巴の心配は杞憂に終わり、一日ぶりに戻った我が家は、先日とあまり変わらなかった。

　ゴミ箱には見慣れないコンビニ弁当のゴミが捨てられていたが、ものが壊されたり、盗まれたりした様子はなさそうで、ほっと胸を撫でおろす。

　玲司が戻ってきて鉢合わせにならないよう、宇月はマンションの入り口で見張りをしてくれている。できるだけ手早く、大事な荷物を持ち出さないと。

　巴は真っ先に配信に必要なデータを抜き出し、ゲーム機を鞄に詰めた。

　あとは旅行鞄を取り出して、貴重品と着替えをそこに詰め込んでいく。そろそろ家を出ようとしたところで、スマホがチカチカと瞬いた。ＳＮＳの配信告知がリツイートされたらしい。

　配信楽しみというリプと共に、通知に並んだアイコンを見て、もしかしたらこの中に宇月がいるのだろうかと落ち着かない気持ちになる。

（晴馬さんとお付きあいするなら、ずっと黙っているわけにはいかないよね）

　そう考えて、巴は宇月の告白に返事をしていないことに気がついた。

　共にひと夜を過ごしたのだから、あれが返事だと言えなくはないが、はっきりしない関係というのが落ち着かない。

　宇月の方も、恋人候補として考えてほしいと言っただけである。

　果たして、今の関係は恋人といっていいのだろうか。

　巴がぐるぐると考え込んでいると、宇月からのメッセージが届く。

　どうやら調査会社から、玲司がまた車でこちらへ向かっているとの連絡が入ったそうだ。

　巴は慌ててバッグを掴んで、マンションを出て宇月の元へと戻る。

　宇月は既に車に乗り込んでいて、エンジンをかけた状態で巴を待っていた。

「急かせてすまないな」

「とんでもありません。知らせてくれて、ありがとうございます」

　調査会社に頼んで玲司の動向を見張るという行動には驚いたが、おかげでこうして、彼と鉢合わせずに済んだ。

「礼を言われることじゃない。俺が勝手に、巴を守りたいだけだ」

　宇月の言葉に胸がときめく。彼の側にいると、心臓が忙しくてたまらない。






　車で彼の家に戻ると、巴はさっそく持ち帰ったデータを使って、配信の準備を整えた。巴が作業をしている間、宇月は邪魔になってはいけないからと、巴をひとりにしてくれている。

　その気遣いは本当にありがたいのだが、おかげで巴はまだ自分がトモトモだということを宇月に打ち明けられていない。

（この作業画面を見れば、すぐにトモトモだって気づくはずなんだけどなぁ）

　ディスプレイに映った二又の猫を動かして、巴はハァと息を吐いた。

　宇月は巴の活動を全力で応援してくれているが、決して深く立ち入ろうとはしない。バーチャル配信をしていると告げたときも、アカウントやキャラクター名を聞いてくることはなかった。

　宇月自身も推し活の詳細を話すことを躊躇っていたため、きっと、相手の趣味を尊重するが、深くは聞かないというスタンスなのだろう。

　けれども、宇月の推しが自分かもしれないという疑いがある今、宇月がどういう推し活をしているのか、巴はとても気になった。

（いつから推してくれているんだろう。あのストラップの配布が二年前だから、それくらい？）

　あの宇月が自分の配信を見ていると思うと、なんだか不思議な気持ちになった。

　トモトモは登録者も数千人の弱小配信者である。

　多くの配信者がいる中、トモトモを見つけて推してくれた理由を聞いてみたい。

　巴は作業部屋を出て、リビングで待つ宇月の元へと戻った。

　宇月はノートパソコンを広げて、どうやら仕事をしているようだった。集中しているらしく、作業部屋から出てきた巴に気づいていない。

　すぐに声をかけるのを止めて、キッチンで珈琲を淹れて宇月の前へ置く。

「お疲れ様です」

「ん、ああ。ありがとう。そちらの作業は終わったのか？」

「はい。さっきテストしてみて、無事にこのあと配信を行えそうです」

「そうか。それはよかった」

　宇月が柔らかく微笑んで、巴が淹れた珈琲を口に含んだ。

　そのとき、ふと宇月の袖から覗く腕時計が目に入る。今日は休日で私服だからか、カジュアルなデザインの時計なのだが、文字盤が赤色と少し派手である。

（そういえば、晴馬さんってよく赤色のアイテム持ってるよね）

　ネクタイも赤系の物が多いし、他の小物もワンポイントで赤を取り入れていたりと、赤い色の品物を使っていることが多い気がする。

「晴馬さんって、赤が好きなんですか？」

「え？」

「その時計とか。他にも、よく赤色を使った品物を持ってらっしゃるなって」

「あー……」

　指摘すると、宇月は困ったように視線を宙に泳がせた。

　なにか言いにくいことがあると、彼はこうやってよく目を泳がせる気がする。

「まぁ、そうだな。好き……なんだろうな」

「自覚がないんですか？」

「もともと赤が好きというわけではないんだ。ただまあ、推し色というか……気づいたら、赤を選んでいることが多い」

　推し色と言われて、巴はトモトモの尻尾についている赤いリボンを思い出した。

（ま、まさか、そのリボンの色で？）

　いや、ストラップを見つけたからといって、なんでもトモトモに結び付けるのは良くない。

　もしかしたら、他にも推しがいる可能性だってある。

「あの、晴馬さんの推しって――」

「ごほんっ！　悪いが、その話は詳しく聞かないでくれ」

「あ、はい」

　推しについて聞こうとすれば、咳払いをされて誤魔化された。やはり、聞かれたくない話題なのだろう。どうして隠すのかと責めることはできない。巴だって、配信者をしていることを大っぴらに言いたくはないのだから。

　気になるけど聞けないまま時間が過ぎて、夜が更けた。

　配信の時間が近づくと、なぜか宇月の方がそわそわとし始める。

「そろそろだな」

「なんで晴馬さんが緊張してるんですか？」

「いや、君が今から配信するのだと思うと、落ちつかなくて」

　無駄に部屋の中をウロウロする晴馬を見て、口元に笑みが浮かんできた。

「よかったら、配信してるところを見ますか？」

　巴が誘うと、宇月の動きがピタリと止まる。

　宇月はうー、あーっと呟いてから、首を左右に振った。

「いや、俺が邪魔になってはいけないからな。リビングから応援している」

「なら、ここから配信を見ます？　配信のＵＲＬ教えますよ」

　巴が声をかけると、宇月は困った顔をした。

「……いや、それには及ばない。私が見ているというのが、君の雑念になってしまってはいけない」

　もしかして、宇月はトモトモの配信と巴の配信が重なっているから断っているのだろうか。

　巴の配信を見れば、トモトモの配信を見られないから？

「そうですか。でも、一応配信のＵＲＬを送っておきますので、もし気が向いたら見てくださいね」

「あ、待てっ！」

　宇月がなにかを言いかけたが、巴は無視をして作業部屋へ入る。

　それから、スマホを取り出してトモトモの配信画面を宇月のスマホに送った。

　いくらなんでも、これで宇月だって巴がトモトモだと気づいただろう。

　巴は気を取り直して、パソコンの前に座った。

　いつもと違う環境ではあるが、宇月が揃えてくれた機材は、自宅で配信をするよりも良いものばかりだった。

　時計を見ながらソフトを起動して、ライブ配信を始める。

「こんトモ！　ようこそいらっしゃいませ！」

　トモトモになりきって元気よく挨拶をすると、チャット欄から挨拶が返って来た。

　巴はそれを読み上げながら、前回のゲームの続きをプレイしていく。

（あれ、今日はうるまさんがいないな？）

　チャット欄に、いつも真っ先にコメントをくれるうるまの姿がない。

　予定があって遊びに来られなかったのだろうか。

　少し残念に思いながら終了時間までゲーム実況を続けて配信を終える。

　いつもと違う環境からだったのでトラブルが起きないか不安だったが、無事に配信を終えることができたようだ。

　パソコンをシャットダウンして、小さく息を吐く。

　さっきの配信、宇月は見てくれていただろうか。配信のＵＲＬも送ったし、さすがに巴がトモトモであることに気づいただろう。

（宇月さん、どんな反応するんだろう）

　驚くのか、はたまた困ってしまうのか。

　緊張しながら作業部屋を出てリビングに戻ると、平然とした顔の宇月が待っていた。

「配信、お疲れ様。喉が渇いただろう？　お茶を淹れてある」

　そう言って、宇月はよく冷えた麦茶を巴に差し出してくれた。

　喋り続けて疲れた喉に、大変ありがたい配慮である。

　しかし、巴が思っていた反応と違う。

「あの、晴馬さん。配信は見てくれました？」

「あー、いや。君の活動に、俺は深くかかわらない方がいいだろうと思って、見ていない」

　宇月の返答に、巴はおやっと首をかしげる。

「じゃあ、配信のＵＲＬも確認していないんですか？　私、トモトモという名前の、猫又のキャラクターとして配信をしているんですが」

　今度は、はっきりとトモトモの名前を告げた。

　宇月はぴくりと眉を動かすが、感情が読めない顔のままだ。

「ああ。君のホーム画面は見させてもらったよ。可愛いキャラクターだったな。君の声によく似合っている」

　平然と言われて、巴はポカンと口を開けた。

　どういうことだろうか。宇月の推しはトモトモではなかった？

　では、なぜ宇月はトモトモの二周年記念ストラップを持っていたのか。

「明日は会社だが、君はどうやって出社したい？　私の車で一緒に行くか？」

「……え、あ、はい。ええと」

　巴は宇月の言動が気になったが、話題を変えられてしまった。

　けれども、明日からのことについても大事な話である。

　宇月は車で通勤しているが、それに乗って一緒に出社するのはためらわれた。

「私はいつも通り、電車で出社しようかと思います」

「だが、ここは駅から少し遠いぞ」

　宇月は電車を使わないからだろう。このマンションは静かな代わりに、少し駅から離れている。

　家を出る時間を少し早めなければならないが、仕方がない。

「晴馬さんの車で一緒に出社したら、会社の人に関係を怪しまれてしまいますよ」

「いけないか？　俺としては公言しても構わないが」

　宇月の言葉に巴は驚く。

　社内恋愛が禁止というわけではないが、社長秘書になった途端に巴が宇月と恋愛関係になったなんて思われるのは、非常によろしくないだろう。

「絶対にダメです。それに、公言ってなにを言うつもりなんですか？」

　昨夜身体の関係を持ってしまったとはいえ、巴はまだはっきりと宇月の気持ちに応えていない。

　それとも、宇月の中では巴はもう恋人になっているのだろうか。

「日下部巴は俺が狙っているから、社員一同、手を出さないように、かな」

「……っ！」

　思いがけない宇月の言葉に、巴の顔が赤くなる。

「そ、そんな恥ずかしいことを言われたら、仕事なんてできなくなります」

「そうか。俺としては、君に近づこうとする人間を牽制できてありがたいのだが」

　社長直々にそんなことを言われれば、よほど覚悟が決まった人間でなければ、巴に手を出そうとは思わないだろう。

「そんなことしなくても、私に手を出そうとする人なんていませんよ」

「そうでもないぞ。役員にはいないが、他部署であれば何人か心当たりがある」

「え？」

　宇月の言葉は本当だろうか。もし本当だとしても、どうして宇月がそんなことを知っているのか。

「私を避けていたのに、そんなことが分かるんですか？」

「前にも言っただろう。避けてはいたが、ずっと気にしていた。入社してから、君がどういう仕事をしていたか、俺は全部覚えているぞ」

　宇月の言葉に巴はますます驚いた。

　昨夜宇月から好意は伝えられたが、彼はいったいいつから巴を意識していたのだろうか。

「晴馬さんが私を好きになったのって、この二、三日のことではないんですか？」

「……そうだ。君のことはもっと以前から気になっていた」

　宇月はふいっと巴から視線を逸らす。

　きっかけは、やはり巴が推しに似ていると思ったからだろうか。

（……あれ？　でも、宇月さんの推しはトモトモではないんだよね？）

　さきほどは、まるでトモトモのことを初めて知ったような口ぶりだった。

　でも、宇月の持っていたストラップはグッズ用に特注したものだ。あのストラップを持っていて知らないなんてことがあり得るだろうか。

「明日は仕事があるからな。今日は早めに休もう。君はベッドを使うといい」

「え、晴馬さんはどうするんです？」

「俺はリビングのソファーで眠る。背を倒すとベッドにもなるから、心配しなくていいぞ」

　別々で眠ることを示唆されて、巴は寂しさを感じた。

　宇月の部屋のベッドは広いのだから、一緒に眠れば良いではないか。

「あの……今日は一緒には眠らないんですか？」

「魅力的な誘いだが、君と共に眠って自分を抑える自信がない。昨夜のように、君を無理させてしまうと不味いからな」

　どうやら、明日のための配慮であるらしい。

　宇月に嫌われたわけではないと分かって、巴はほっと息を吐いた。

「それなら、私がソファーで眠ります。押しかけているのは私なんですから」

「やめてくれ。君をソファーで寝させて、ベッドで安眠できるはずないだろう。俺の心の安寧のために、君には俺のベッドを使ってほしい」

　押し切られて、巴は宇月の手によって寝室へと放り込まれた。

　シャワーを浴びて就寝準備をすると、宇月のベッドの上で横になる。

　明日は仕事なので、早くに起きなければならない。

　けれども、この部屋は微かに宇月の香りがして、どうにも落ち着かなかった。

　巴は目を閉じてどうにか眠ろうとするが、起きるのが遅かった所為もあり、なかなか寝付くことができずにいる。

（ダメだ、やっぱり眠れない！）

　巴はむくりとベッドから起き上がって、うーんと大きく伸びをする。

　部屋の中をぐるりと見回して、チェストの上にふと見覚えのあるものを見つけて硬直した。

　それは、小さなウサギの飾りだった。なんのキャラクターでもない、灰色をしたウサギの置物。けれども巴は何度も目にしたことがある。

「これ……うるまさんのアイコン？」

　間違いない。トモトモとして活動し始めてすぐにうるまにコメントを貰ってから、彼はずっと同じアイコンを使い続けているのだ。

（晴馬さんが、うるまさんなの？）

　もしそうなのだとしたら、嬉しい。

　だって、うるまは活動し始めた初期からずっとトモトモを応援してくれていたのだ。

　巴は何度も彼のコメントに救われていた。本当に宇月がうるまであるなら、今までの礼を伝えたいくらいだ。

（でも、晴馬さんはどうして隠すんだろう）

　巴に自分がファンであることを知られたくないのだろうか。

　でも、それはいったいどうして？

　どうにもモヤモヤしてしまい、巴は眠れない夜をすごすのだった。

















五章　推しではなく、ひとりの女性として












　翌朝、巴は寝不足のまま起床して出社準備を整えた。

　トーストを焼き宇月の分の食事も用意していると、匂いに釣られてか、ソファーで寝ていた彼がむくりと起き上がる。

「おはようございます、晴馬さん」

「あ、ああ。おはよう」

　まだ寝ぼけているのか、宇月はぼんやりとした顔で巴を見つめている。

「昨日は寝坊してなにもできませんでしたが、今日は簡単な朝食を用意しましたよ」

　宇月は毎朝、しっかりと朝食を食べる人間らしい。

　珈琲とスクランブルエッグ、簡単なサラダをテーブルに並べると、顔を洗ってきた宇月が席に座った。

「ありがとう、助かる。……君が家にいてくれると、朝から幸せな気持ちになれるな」

　ふっと微笑まれて、巴もそわそわした気持ちになった。

　宇月と一緒に食事を済ませて、電車を使うため、一足先に宇月の家を出る。

「それでは、お先に行ってきますね！」

「本当に送っていかなくて平気か？」

「はい。道は確認しましたし、早めに出るので大丈夫です！」

　巴は行ってきますと挨拶をして、マンションを出て駅へと向かう。

　電車を乗り換えて最寄り駅で降りると、会社に向かった。

　宇月が来る前に社長室を整えていつも通りの仕事を行い、ドキドキしながら彼を待つ。

　途中、すれ違った同僚に挨拶をしながら、おかしなところはないかとソワソワした。

　巴は今日、宇月の家から出社してきたのだ。とんでもない秘密を抱えているようで、どうにも落ち着かない。こんな浮かれた気持ちでいてはダメだ。気を引き締めようと背筋を伸ばしたが、瞬間、社長室の扉が開いて宇月が姿を見せたことで、巴の決意は霧散する。

（どうしよう、なんだかすごく格好いい）

　宇月はいつもと変わらないスーツ姿だ。それなのに、今日はまるで別人のように見えた。きちんと整えられたネクタイも、無造作にかき上げた黒髪も、これまで何度も目にしてきたはずなのに、視線を奪われてしまう。

　あの人に抱かれたのだと思うと、なんだか急に恥ずかしくなってしまった。

「お……はようございます、宇月社長」

　巴は少し動揺しながら、普段通りを心がけて挨拶をした。

　ここは会社だ。名前で呼んでくれとは言われたが、気安い態度を取れるはずがない。

　巴の動揺に気づいたのか、宇月はほんの少しだけ目じりを和らげた。

「ああ、おはよう。今日もよろしく頼む」

　ただの挨拶なのに、声に甘さが滲んでいるように感じるのは気のせいだろうか。

　思わず宇月に見とれかけて、巴は慌てて視線をそらした。

　こんなことではいけない。ここは会社なのだから、私情は捨てて仕事に集中しなければ。

　宇月はいつも通りの動作でデスクへ向かい、パソコンを立ち上げる。巴は深く息を吸って呼吸を整えてから、彼のために珈琲を淹れた。

（さすが晴馬さん。会社でのポーカーフェイスは完璧だ）

　つい意識してしまう巴と違って、宇月は冷静である。彼を見習わなければと思いながら巴がカップを置いた瞬間、宇月の唇が巴の耳を掠めた。

「少し目が赤いな。もしかして、あまり眠れなかったのか？」

「っ！」

　耳元で囁かれて、巴は慌てて宇月から身体を離す。

　真っ赤になった巴を見て、宇月はイタズラが成功した子供のように笑った。

「宇月社長、業務中にふざけるのはおやめください」

「分かっている。けれど、君があまりにかわいい反応をするものだから、つい」

　そんなことを言われてしまっては、顔の熱が引かないではないか。

　こんな調子でうまく仕事をやっていけるだろうか。

　巴は宇月から逃げるようにデスクへ向かうと、心を落ち着けるために、パーテーションの陰に隠れたのだった。

　その後、落ち着かない気持ちのままどうにか業務を終えた巴は、またしても宇月の車で帰ることになった。金曜日から連日一緒に帰っていて怪しまれないだろうかと不安になるが、秘書が上司と出かけるのはそこまで目立つことではないだろうと言いくるめられてしまった。

　宇月はまだ調査会社を使って玲司の動向を探ってくれているらしい。そして、彼は案の定、仕事が終わると巴の家に向かったそうだ。この調子だと、明日も巴の家に来るかもしれない。

　しばらくの間は、宇月の家に世話になるのが安全そうだ。

　申し訳ない気持ちで巴がそう申し出ると、歓迎すると言って、宇月は嬉しそうに笑った。






　それから、特に大きな問題も起こらず、数日が経過した。

　宇月が配信環境を整えてくれたおかげで、トモトモとしての活動も滞りなく続けられている。

　巴が戻ってこないと理解したのか、昨日は玲司も巴の家には来なかったらしい。

　代わりに配信中のコメント欄に、玲司らしきアカウントから「今どこにいるんだ」というメッセージが打ちこまれた。すぐにブロックしたため配信が荒らされることはなかったが、巴に会うことは諦めていないらしい。

　会社へは電車をつかって出勤している。

　帰りは宇月に車で送ってもらうことも多いが、朝は一緒に向かうわけにはいかない。

　会社の最寄り駅に到着して、階段を上って出口へ向かう。

　朝の空気はまだ冷たく、駅へ向かう道は人もまばらだ。そのまま会社に向かって歩こうとしたところで、誰かに肩を掴まれた。

　振り返ると、見慣れた茶髪が見えて巴の息が止まる。

「よぉ、巴」

「……玲司、どうしてここに」

「いくら待ってもお前が帰ってこないから、こうやって出向くしかなかったんじゃないか。お前、この数日間、どこにいたんだよ」

「玲司には関係ないよ」

　巴はしまったと苦い顔をした。

　玲司は巴の会社も勤務時間も知っている。まさか、こうして朝に待ち伏せされるとは思わなかったが、自宅に戻らない巴に会うなら、勤務先周辺で待つのが確実だ。

「なあ、少し話ができないか？」

「玲司と話すことなんてなにもない」

　巴はそのまま玲司を振り切ろうしたが、彼に腕を掴まれてしまう。

「待てよ！　少しでいいんだ。俺も仕事があるし、そう時間は取らせないから」

「嫌だって。私だって出社しなきゃいけないんだから」

「ちゃんと話してくれたら、これ、返してやるから」

　そう言って、玲司がポケットから取り出したのはマンションの合鍵だった。

　それを見て、巴は足を止める。

（合鍵は返してほしい。でも、玲司と話すのは……）

「……向こうの喫茶店でいい？」

　このまま無視をしたところで、いつまでつきまとわれるか分からない。

　これで玲司が諦めてくれるならと、巴は通りに面した喫茶店を指した。

　玲司の少しだけは信用できないが、彼も仕事があるのだ。そこまで遅くはならないはずだ。

「もちろんだ！」

　玲司は明るく笑って、巴の腕を掴んだまま喫茶店に向かう。

　安全を考えて通りから目立つ席を選んで座ると、店員に珈琲を注文した。

「鍵、先に返して」

「話が終わってからな」

「ちゃんと最後まで聞くよ。でも、先に返してくれないなら、今すぐ出て行くから」

　巴が睨むと、玲司は小さくため息を吐いてから巴に鍵を差し出した。

　玲司がさらに合鍵を作っていないとは言い切れないが、ひとまず安心していいだろう。

「それで、お前。ここ数日、どこに行ってたんだよ」

「さっき言ったよね、それは玲司と関係ないって」

「男のところだろう」

　どうして分かったのだろうか。断言する玲司に驚いて、巴は目を見開いた。

　巴がなにも言えずにいると、彼はやっぱりなと顔を顰めた。

「お前から、嗅いだことのない男物の香水の匂いがした」

　なるほど。宇月のベッドで眠っていたから、香水の匂いが移ってしまったのかもしれない。

（会社に行く前に、消臭スプレーでもかけた方がいいかな）

　他の人間にも匂いで気づかれてしまっては困る。

「お前、浮気してたんだな。新しい男ができたから、俺をフッたんだろう」

　宇月と関係を持ったのは玲司に別れを告げたあとだし、それと玲司と別れたいと思ったのは関係ない。けれども、その説明をして彼が聞き入れてくれるとも思わなかった。

「浮気はしてなかったよ。でも、新しく好きな人ができたのは本当」

　宇月に惹かれたことを、玲司への裏切りだとは思わない。

「どんな奴なんだ？」

　玲司は悔しそうに顔を顰めて尋ねた。

「私の配信活動を応援してくれる人だよ。ちゃんと私のことを考えてくれて、一緒にいて安心できる人」

　おそらく、玲司には社会的なステータスを告げた方が効果があるのだろうが、巴は自分が重要だと思う宇月の魅力を告げた。

　案の定、玲司はそれを聞いてふん、と鼻を鳴らす。

「なんだそれ。お前、自分のファンと付きあうってこと？」

「それは……」

　咄嗟に違うと断言できなかったのは、宇月がうるまなのかもしれないと疑っているからだ。

　本人は知らないフリをしているが、宇月はもしかしたら、トモトモのファンかもしれない。

「やめとけよ。ファンってことは、お前の幻想を見て近づいてきた男だろう？　そんなの、実際に付きあったら幻滅されるに決まってる」

「そんなことない！　だって、その人は私が配信をやってるって知らずに仲良くなったんだし」

「だから、それが騙されてるんだよ。お前のファンって、数人しかいないんだろう？　そんな相手が偶然近づいてきたなんて、あるわけないだろう」

　数人というのは小さく見積もり過ぎだと思ったが、けれど、玲司の言葉にも一理あった。

　宇月はずっと前から巴が気になっていたと言っていた。

　推しに似ているから、なんて言ったが、本当は巴がトモトモだと気づいていたのではないか？

　はっきりと気づいてなかったとしても、そうだと疑っていて、確信を持てたから告白してくれたのかもしれない。

（宇月さんが私と付きあいたかったのは、私がトモトモだったから？）

　それを知られたくなくて、ファンではないフリをしたのだろうか。

「ほらみろ、否定できないんじゃないか。そういうやつは、巴が好きなんじゃなくて、ファン意識で近づいてきただけなんだって。応援されたからって、騙されんな」

「っ、もし本当にそうだとしても、玲司にはもう関係ない話だよ」

　内心の焦りを誤魔化して、巴は玲司を突き放した。

「もし、私に好きな人がいなかったとしても、玲司と元の関係に戻るのは無理だから」

「なんでだよ。結婚したら配信やめろって言ったのが嫌だったのか？　お前がそこまで嫌だっつーなら、これからも配信続けるのは許してやるから」

　巴はため息を吐きたくなるのを、ぐっと我慢した。

　そういう発言が出て来ること自体が嫌なのだと、どうして彼は気づかないのだろうか。

「配信のことだけじゃなく、玲司のその態度が嫌になったの。私が好きなことをするのに、いちいち玲司に許してもらわなきゃいけないのが、おかしいって気づかないの？」

　玲司は巴の言葉が理解できないという顔で目を瞬いた。

「いや、だから配信して良いって言ってんじゃん。そもそも、今までだって俺の意見なんて無視して、自由に配信してただろ」

「許すっていう言葉が出て来るのがもう嫌なんだよ。だいたい、自由にって言うけど、玲司は私が趣味を優先したら毎回文句を言ってきたじゃない。そんなの、全然自由じゃない」

　文句を言わなくても、巴が玲司の気に食わない行動をすると、途端に機嫌が悪くなる。

　そうすることで、巴をコントロールしようとしていたのだろう。

　けれど、もうそうやって玲司の機嫌を伺うのは懲り懲りなのだ。

「なんだよ、俺が悪いって言うのか？」

　玲司の語気が荒くなる。

　そうやって、都合が悪くなるとすぐに不機嫌になるのが嫌なのだが、きっと玲司には説明しても分かってもらえないだろう。

「私が悪いってことでもいいよ。とにかく、玲司とはもう関係を持ちたくない」

　巴はちらりと腕時計を見た。そろそろ会社に向かわなければ、遅刻になってしまう。

「もう時間だから行くよ。これ以上、玲司と話すこともないし」

　巴は自分の珈琲代を置いて席を立つ。玲司も慌てて席を立ったが、会計が終わっていないまま店を出ることはできない。

　巴は玲司を待たずに店を出て会社へと向かったが、慌てて追いかけて来た玲司が巴の腕を掴んだ。

「待てよ、まだ話は終わってない」

　往来で腕を掴まれて、巴は顔を顰める。

「これ以上話したって無駄だよ。離して、そろそろ向かわないと遅れちゃう」

「無駄かどうかは分からないだろ。それに、俺はまだ時間がある」

　ここにきてまで自己中心的な発言をする玲司に、巴はいよいよ苛立ちが抑えきれなくなった。

「玲司に時間があっても、私には時間がないって言ってるの」

　巴は玲司の手を振り払おうとしたが、やはり男の力は強くなかなか振り払えない。

　それでもどうにか振り払おうともがいていると、パシッと背後から誰かが玲司の腕を掴んだ。

「彼女に乱暴するな」

「晴馬さん！」

　巴が宇月の名前を呼ぶと、玲司はぐっと眉根を寄せて宇月を睨んだ。

　そして、宇月の顔を思い出したのか、ハッと目を見開く。

「こいつ……植物園で俺の邪魔をした奴じゃないか。知りあいだったのか!?」

「残念だが、巴は俺の恋人になったんだ。元彼がつきまとうのはやめてくれないか？」

　宇月に挑発されて、玲司は顔を赤くした。

「なっ、そんな馬鹿な話があるか！　巴は俺の……」

「気軽に彼女の名を呼ぶな。君は彼女を大事にせずに、愛想を尽かされたんだよ」

　宇月が玲司を睨みつける。その気迫に押されたように、玲司は一歩後ろに下がった。

　玲司は救いを求めるように巴を見つめる。けれど、この場で巴が玲司の肩を持つはずがない。

　巴は宇月に救いを求めるように、彼の腕を掴んだ。それを見て、玲司の顔が歪む。

「っ、この浮気女！」

「その失礼な口を閉じろ。巴は君と関係がある間、いっさい俺に媚びを売ったりはしなかった。俺がただ、一方的に彼女に想いを寄せていただけだ。そもそも、彼女は浮気をするような女性ではない。長年交際しておいて、そんなことすら分からないのか？」

「っ……」

　玲司は悔しそうに奥歯を噛んだ。

　こうして向きあっているだけで、玲司と宇月では格が違うのが分かる。

　巴相手には好き放題に振る舞えても、宇月のように威圧的な相手の前ではいつもの調子が出ないのだろう。

　萎縮している玲司に向かって、宇月はさらに畳みかける。

「そう言えば、君は戸電システムで勤務しているんだったか。戸電の野々上ののうえ会長には、先月世話になってね。今度、うちの社員につきまとっている迷惑な社員がいることを、相談してみようか」

　宇月があからさまに脅すと、玲司は目を白黒させた。

「な、会長と知りあい……なんですか」

　玲司の語尾が敬語に変わる。狼狽える玲司に向かって、宇月は懐から名刺を取り出して玲司に差し出した。

　そこに書かれている代表取締役社長という肩書きを見て、玲司の顔が青ざめる。

　眼球を落としてしまいそうなほど目を見開いて、言葉を探すように口をぱくぱく動かしていた。

「あ、あの……俺は、その……」

「戸電システムもそろそろ始業時間だろう？　早く仕事に向かうといい」

　しどろもどろになってしまった玲司に向かって、宇月はここから去るように告げた。

　玲司は自分が不利だと悟ったのだろう。駅に向かって逃げるように走っていく。

　その背中が見えなくなったのを確認してから、宇月は大きく息を吐き出して巴を見つめる。

「……まったく、心配させてくれるな」

「晴馬さん、どうしてここに？」

「あの男に見張りをつけていると言っただろう。あいつが会社に向かわず、うちの会社の近くに来ていると聞いて急いで君を探したんだ。なにもされなかったか？」

「はい、少し話をしただけです。なにかされる前に、晴馬さんが来てくれましたし」

　ありがとうございますと、巴は宇月に礼を述べた。

　あれだけ宇月に脅されれば、玲司もこれ以上巴になにかしようとは思わないだろう。

　巴が頭を下げると、宇月は気まずそうに頬を掻く。

「あー……先ほどはすまない。あの男を脅すために、君のことを恋人だと嘘を吐いた」

「い、いえ、それはまったく構いません！」

　なんなら、巴は既に宇月の恋人のような気持ちでいる。

　宇月がそう思っていないなら、きちんと自分の気持ちを伝えるべきなのだろう。しかし――。

『ファンってことは、お前の幻想を見て近づいてきた男だろう？』

　玲司に言われた言葉が蘇る。

　考えてみれば、宇月がそれ以外に巴を好きになる理由が思いつかない。

　トモトモのファンだというのを隠すのも、後ろめたいことがあるからなのではないか。

「少し遅くなってしまったな。急いで出社するか」

　宇月の言葉に巴はハッと正気に戻る。彼は今日も朝から大事な予定が詰まっているのだ。

　巴のことで時間を取らせていいはずがない。

「そうですね、急ぎましょう！」

　巴は慌てて脳内を仕事モードに切り替える。

　宇月に聞きたいことはあるが、それは仕事が終わってからだ。

　スケジュールの遅れをどう取り戻せばいいかと、巴は必死で思考を巡らせた。






　宇月と共に会社に着いたのは、いつもの始業時間よりも十五分遅れてのことだった。

　フレックス制を採用しているので厳密には遅刻というわけではないが、分刻みで詰め込まれている宇月のスケジュールに遅れが出てしまう。

「最初の予定が社内会議で助かりました。私のせいで時間が押してしまい、申し訳ありません」

「俺から遅れることは伝えてあるから問題ないだろう。では、行ってくる」

　会社に着くなり、宇月は足早に会議室へと向かった。

　巴は急いで社長室に戻り、朝一番に行うはずだった業務を片づけていく。

　スケジュールの調整を行いながら、どうにか予定どおりにタスクをこなして、その日も時間通りに業務を終えることができた。

　パソコン画面から退勤処理をして、巴はうーんと伸びをする。

　宇月も退社準備を終えたのを確認してから、巴は彼に声をかけた。

「社長、今朝は本当にありがとうございました」

　改めて今朝のお礼を告げた。

　周囲に人はいないとはいえ、社内なので名前で呼びかけたりはしない。

「俺が勝手にしたことだ。礼を言われることじゃない」

「それでも、守っていただけて嬉しかったので」

　浮気を疑われたときに、そんな女性ではないと庇ってもらえて嬉しかったし、玲司がやり込められている姿を見て胸がすいた。

「玲司に合鍵を返してもらったんです。社長が今朝脅してくれたおかげで、もう私につきまとうこともないと思います」

　おそらく、玲司に宇月を敵に回す勇気はないだろう。

　もう、自分の家に戻っても大丈夫なはずだ。

「……そうか、よかったな」

　よかったと言いながらも、心なしか、宇月の顔が曇ったように見えた。

「もしかして、残念だと思ってますか？」

「いや、君があの男に煩わされないのは喜ばしい。ただ、君を俺の家に置いておく理由がなくなったと思っただけだ」

　暗い顔でそんなことを言われては、求められているのだと嬉しくなってしまう。

　家に帰ることはできる。けれど、巴はまだ彼と一緒にいたかった。

「……あの、お話したいことがあります。私の荷物も残っていますし、今日も社長の家にお邪魔して構いませんか？」

「っ、もちろんだ！」

　巴の提案に、宇月は明るい声で頷いた。見えない尻尾がブンブンと動いていそうな様子に、巴はつい笑ってしまう。

「それでは、さっそく車に乗って――」

「あ、いえ。私は電車で向かいます。こうも連日一緒に帰っていては、怪しまれてしまいますし」

　宇月の提案を否定すると、彼はそうかと肩を落とした。

　けれども、気を取り直したかのようにハッと顔をあげると、己の鞄の中から一枚のカードを取り出して巴に渡す。

「俺の家の合鍵だ。君の方が先に着くかもしれないから、持っていてくれ」

「ええっと、では、お借りしますね」

「貰ってくれても構わないぞ」

　まだ恋人という認識ではないらしいのに、宇月の言葉に苦笑する。

　巴はその言葉には明確に返事をせず、受け取ったカードキーを定期入れにしまった。

　車で帰宅する宇月を見送って、巴も駅へと向かう。

　都内は渋滞が多い。同時に会社を出れば、電車を使った巴の方が先に家に着くというのも十分ありえる。

　スムーズに乗り換えができたこともあって、巴が宇月の家に着いてもまだ彼は戻ってきていないようだった。

　巴は受け取ったカードキーで彼の家の中へと入る。

　どうするべきか少し迷ってから、作業部屋へと入って、パソコンに挿さっていたストラップ付のＵＳＢメモリを抜き取った。

　夕食を作って待つか迷っていると、すぐに玄関の扉が開く音が聞こえる。

　宇月が帰って来たのだと分かって、巴は慌ててそちらへと駆け寄った。

「おかえりなさい、晴馬さん」

「た、ただいま」

　巴が笑顔で挨拶をすると、彼は顔を赤くしてそわそわとした。

「君に出迎えてもらえるのは、思った以上に嬉しいな」

　はにかみながらそう言って、宇月はリビングへと移動する。

　巴は彼のスーツを受け取って、手早くハンガーへとかけた。

「食事はどうしようか。外に食べに行くか？」

「その前に、晴馬さんと話したいことがあるんです」

　巴は宇月にそう切り出すと、先ほど作業部屋から持ってきたストラップ付きのＵＳＢメモリを宇月に手渡した。

　トモトモ二周年記念のグッズであるそのストラップを見て、彼はしまったという顔をする。

「宇月さん、これはどこで手に入れたんですか？」

「それは……」

　言葉に詰まったように、彼は黙りこんだ。仕方がないと巴は続ける。

「宇月さんって、うるまさんですよね？　トモトモが配信を始めた最初の頃から、ずっと応援をしてくれていた。私に似てるっていう推しは、トモトモのことなんじゃないですか？」

　彼の表情が強張る。少しの沈黙のあと、憂色を浮かべながらゆっくりと頷いた。

「……そうだ。黙っていて、すまなかった」

「どうして知らないふりをしたんですか？」

　問いかけると、宇月は弱々しい面もちになって、巴に向かって謝罪した。

「すまない。実を言えばもっと前から、君がトモトモであることに気づいていたんだ」

「もっと前って、いつからでしょうか」

「君が入社してすぐ、初めて声を聞いたときだ」

　宇月の言葉に巴は驚いた。それはつまり、ほぼ初対面で気づいたということだ。

「君が入社してきて俺は非常に驚いた。君をずっと避けていたのは、君が推しだと分かっていたからだ。社長と社員という関係である以上、私情を挟んではいけないし、意識して距離を置かなければ自分の感情を抑えられる気がしなかった。君には恋人がいるらしいし、ファンだと言って、社長が近づいて来れば怖いだろうと思ってな」

「そ、そうだったんですか」

　トモトモへの気持ちを聞いて、気恥ずかしいような苦しいような、複雑な気持ちになった。

　宇月がトモトモのファンでいてくれたことは嬉しい。

　けれども同時に、彼の好意が自分ではなくトモトモに向けられたものではないかと怖くなる。

「もしかして、私に好意を持ってくれたのも、私がトモトモだったからなんでしょうか」

　宇月は前から巴を気にしていたと言っていた。推しであるなら、当然だろう。

　巴の恋人になりたいと言ってくれたのも、トモトモに近づきたいという気持ちからなのではないか。

「違う！　いや、完全に違うとは言い切れないな。たしかに俺が君を気にしていたのは、君がトモトモだったからだ」

　肯定されて、胸の奥が苦しくなる。

　トモトモだって巴の一部だ。それを好きになってくれるのは嬉しいはずなのに、巴個人が置いていかれた気持ちになる。

「初めはたしかにファン心理から君を気にしていた。けれども、そうやって毎日君のことを観察しているうちに、君自身のことが気になり始めたんだ。上手く仕事をこなしたときに、ふっと綻ぶ表情が好きだった。ここ数ヶ月は君がずっと浮かない顔をしているのが気になって、なにがあったのだろうと、君のことばかり考えるようになっていた」

　気づけばトモトモではなく巴を好きになっていたのだと、宇月は告げる。

　その言葉は、巴の不安を溶かしてくれた。

「ずっと、ファンであることを黙っていてすまない。俺が君のファンだと知られたら、俺の気持ちを誤解されるのではないかと怖くなったんだ。だから、君がトモトモだと打ち明けてくれたときも、うるまだと言えなかった」

　ばつの悪そうな顔で謝罪する宇月に、巴は首を左右にふって謝罪は不要だと伝えた。

「いいんです。晴馬さんがちゃんと私を好きだって分かりましたから、それで十分です」

　巴はそういうと、まだ不安そうな顔をしている宇月を抱きしめた。

　ふわりと柔らかなムスクの香りがして、宇月の腕が背中に回る。

　ドクドクと速い宇月の鼓動が聞こえた。その音に勇気づけられて、巴は想いを口にする。

「私、晴馬さんのことが好きです。どうか、私の恋人になってくれませんか？」

　巴の告白を聞いて、宇月が声を詰まらせた。

「本当に、いいのか？」

　巴がこくりと頷くと、ゆっくりと宇月の顔が近づいて唇が重なった。

　恐る恐る触れた唇は、次第に深くなっている。

「ふっ……あ……」

　舌が口内に割り入ってきて、巴のそれを絡めとった。宇月を受け入れるように、巴は彼の頬に手の平を添える。

　長いキスのあと、名残惜しそうに宇月が離れる。熱で潤んだ宇月の瞳が巴を見つめていた。

「このまま、君を抱いても構わないか？」

　こくりと巴が頷けば、再び唇が重なった。

　巴の口内を弄りながら、宇月は巴の腰に手を這わせる。

　シフォンブラウスの裾から手を差し込むと、宇月はパチンと巴のブラのホックを外した。

「巴、こっちに」

　宇月は巴の腰を抱き寄せながら、近くにあったソファーに腰を下ろした。

　巴を自分の膝の上に座らせると、背後から首筋に唇を這わす。

「あ……」

　宇月は巴の身体をまさぐると、ホックを外されて浮き上がった下着だけを器用に抜き取ってしまった。ぱさりと床に下着を落としたあとは、ブラウスの上からゆっくりと巴の胸を揉み始める。

「ふっ……んっ、あっ」

　服の上から胸を揉みしだかれて、カリカリと指先で先端を引っ掻かれる。

　下着だけを取られた状態で、薄い布越しに刺激されると、もどかしくてたまらない気持ちになってきた。

「可愛いな、もう硬くなってきてる」

　宇月に指摘された通り、巴の乳頭は薄手のブラウスを押し上げて、その形が分かるほど膨らんでいる。下着を取られたことで薄っすら乳輪の色も透けてしまっていて、裸にされるよりも卑猥に見えた。

「あんっ、あ、晴馬さん……」

　前回のときも思ったが、宇月の愛撫は長い。

　自分が気持ち良くなるよりも、巴を高めることに楽しみを見出しているらしい。

　こちらが焦れてしまうほど丁寧に胸ばかり愛撫して、なかなかその先に進んでくれない。

「あっ……あンっ、晴馬さん、もう……あっ」

　すりすりと布越しに先端を弄られて、巴は腰を動かしてしまう。

　その先の快楽がほしくなって、秘所を宇月の太ももに擦りあわせると、ふっと彼が耳元で微笑んだ。

「もう、なんだ？」

　意地悪な声で問いかけられて、巴はカアッと赤くなる。

　胸だけじゃなく、下も触ってほしい。服を脱がせて、直接肌に触れてほしい。

　脳裏に浮かんだのは自分から願うには恥ずかしい言葉で、巴は思わず口を閉じてしまう。

　すると、宇月はまた布越しに、もどかしく愛撫する作業に戻ってしまう。

「ひゃんっ、やぁ、晴馬さん……」

　巴が望むことなんてきっと分かっているくせに、宇月はなかなか与えてくれない。

「ちゃんと言ってくれ。君に求められたい」

　キュッと服の上から乳頭を摘ままれて、お腹の奥が切なくなった。

　もう我慢できなくなった巴は、宇月に促されて恥ずかしい願いを口にする。

「お願い、直接触れてください。胸だけじゃなく、下も触って……んんっ」

　願いを口にした瞬間、巴は横を向かされて唇を塞がれる。

　ブラウスの下に宇月の手が入り込み、直接胸を弄られる。その状態のまま、片側の手はスカートの中に入り込んできた。

　ストッキング越しに太ももを軽く撫でまわしてから、宇月が耳元で謝罪する。

「……すまない、あとで弁償する」

「え？　きゃあ！」

　どういう意味かを理解する間もなく、巴はソファーの上にうつ伏せに押し倒された。

　スカートを腰までめくりあげられたかと思うと、ビリッと音を立ててストッキングが破かれる。

「晴馬さん、なに……あああっ！」

　なにをという間もなく、下着を横にずらされて、ぬるりとした舌でそこを舐められる。

　胸への愛撫で溢れた愛液を舐めとられてから、指で秘所を解された。

　クリッと親指で陰核を押しつぶされると、目の前がチカチカするような快楽が走った。

「あんっ、あッ、ひぃん、ああっ！」

　キュッと膣壁が収縮して、宇月の指を締めつける。

　軽く達してしまったが、宇月は手を止めることなく巴への愛撫を続けた。

　膣内を解す指を二本に増やして、達したばかりの内側を攻めたてる。

　同時にもう片側の手でブラウスをめくりあげ、背後から巴の胸を揉みしだいた。

「あっ、ひゃぁん、晴馬さん……ああっ」

「……不味いな」

　ソファーの手すりにしがみ付いて快楽に耐える巴を見下ろしながら、宇月はぼそりと呟く。

「仕事姿の君にこんなことをしてしまったら、勤務中にあらぬ想像をしてしまいそうだ」

「なっ、だ、ダメですからね!?」

「分かっている。想像だけで留めておくから安心しろ」

　できれば想像も止めてほしいと巴は文句を言おうとしたが、宇月の動きで喘ぐことしかできなくなった。

　しばらくして愛撫が止まり、カチャリとベルトを外す音が聞こえる。

　宇月はスーツを脱ぐことなく、下着をずらして己の昂った男根を取り出すと、もどかしそうにゴムをつけて巴の膣口に宛がった。

「このまま、挿れるぞ」

　宇月は巴の腰を掴むと、一気に根本まで貫いた。

　そのまま腰を揺さぶられると、ソファーがぎしぎしと音を立てる。

「あッ、ふあぁ、ンっ、あっ……」

　中途半端に脱がされたシャツが汗で身体に絡みつく。

　宇月の言っていたように、スーツ姿のままの宇月に抱かれると、なんだか職場でいけないことをされているような気になってしまう。
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「ふぁんっ、あ、晴馬さんっ……あンっ」

　気持ち良さに身体から力が抜けていって、巴は近くにあったクッションを抱きしめた。

　パンパンと肉がぶつかる音がリビングに響く。

　背後から抱かれるのは気持ちがいいが、この体勢は宇月の顔が見えないのが嫌だ。

　それに、服を着たままだと素肌で直接触れ合えないのももどかしい。

　同じことを考えたのか、宇月も腰を振りながらもどかしげにネクタイを外し、乱暴にシャツを脱ぎ捨てる。次に巴のシャツにも手を伸ばし、そのまま身体から抜き取った。

　互いに半裸になると、宇月は体勢を変えるために一度男根を引き抜く。

　ソファーの上で巴を反転させると、残っていたスラックスや下着を脱ぎ、巴の衣服も取り去った。

　互いに裸になってから、今度は正面から睦みあう。

「あ……」

　宇月に抱きしめられながら、ぴたりと身体が重なった。

　背後から乱暴に突かれるのも悪くないが、互いの顔を見ながらの行為は心まで満たされた気持ちになる。

「巴、好きだ」

　宇月が名前を呼んで、唇が重なった。そのまま彼は再び腰を動かし始める。

　互いの体温を分けあいながら、身体を揺らされるのは心地いい。

　巴は宇月の背中に腕を回して、自分からも唇を重ねる。

「晴馬さん、好きです」

　名前を呼んで思いを伝えると、宇月の動きが速くなった。

　宇月にこうして抱かれると、幸せな気分で満たされる。

　巴を抱いている宇月が、満ち足りた顔をしているのがたまらないのだ。

　きっと今の巴も、宇月と同じように幸福そうな表情をしているのだろう。

　宇月の動きが果てに向かって更に速まり、巴の最奥を貫く。

　熱い吐息が絡まって、まともな言葉を話せなくなった。

「あっ、んっ、あンっ、晴馬さんッ、ふあンっ」

　子宮の奥に快楽を叩きこまれる。深くて強い悦楽の塊が、今にも破裂しそうだ。

　絶頂の予感に、巴は宇月の身体にしがみつく。

「はっ、巴、巴、可愛い……好きだっ……」

　宇月がうわ言のように呟いて、巴の中で果てる。

　それとほぼ同時に、巴も快楽の海へと叩き落とされた。






　そのあと、宇月の家でシャワーを浴び、食事を済ませてから、再び彼のベッドで愛しあった。

　気づけばとっくに終電は過ぎていて、せっかく合鍵を取り返したというのに、巴は宇月の家でもう一泊することになったのだった。

「もう一泊と言わず、このままここに引っ越してしまえば良いのに」

　裸で同じ布団にくるまりながら、宇月が甘い誘惑をしてくる。

　魅力的な誘いであったが、同棲してしまえば、さすがに職場にバレそうだ。

「ダメですよ、職場恋愛なんですから。もう少し気をつけないと」

「……面倒だな。いっそ、結婚してしまえば、明かしても平気なんじゃないか？」

　結婚という言葉に巴はドキリとする。

　玲司に将来の話をされたときは嫌でたまらなかったが、宇月に言われると心が惹かれた。

「う、嬉しいですけど、さすがに早すぎます」

「分かっている。三年も待ったんだ。君が結婚したくなるまで気長に待つとも」

　宇月がとろりと甘い目で巴の髪を撫でた。

「三年って？」

「君が入社してから、今日までだ。推しだった相手が、可愛い顔で懸命に働いてるんだぞ。心を乱されないようにするのが大変だった」

　宇月が巴を避けていた真相に、嬉しいような恥ずかしいような気持ちになる。

「そう言えば、どうして宇月さんはトモトモを推してくれたんですか？」

　巴は決して有名な配信者ではない。

　それこそ、うるまが初めてコメントをくれたときは、配信を見てくれた人なんて数えるほどしかいなかった。

「君は俺が開発したアプリを使ってくれていただろう。どんな人間が使っているのか調査するために、何人かの配信を聞いていたんだ。そのときに、君を見つけた。君は配信にきていた視聴者と雑談をしていたな」

　今はゲーム実況が中心の巴だが、配信を始めたばかりの頃はなにを話して良いか分からず、ラジオのようなことを行っていた。

　チャット欄にコメントをくれた視聴者と会話しながら、雑談するというスタイルだったのだ。

「飼い猫が死んでしまったという視聴者の相談だった。トモトモが猫のアバターだったから、相談したくなったのかもしれないな。君はその視聴者の話を聞きながら、愛猫を悼んで、配信中だというのに一緒に泣いていた」

　宇月に言われて、巴は当時の配信を思い出す。

　飼っていた愛猫が死んでしまったという視聴者の話が悲しすぎて、配信中だというのに、みっともなくズビズビと泣いてしまったのだ。

　雑音だらけで、とても聞き苦しい配信になっていただろう。今ではやらない失敗である。

「うわーっ、よりによって、すごく恥ずかしい姿を見られていたんですね」

　慣れていないときの失敗に恥ずかしくなって、巴は視線を泳がせた。

　今なら同じ相談が来ても、もう少し冷静に対応できたはずだ。

　そんな巴の姿を見て、宇月はふっと口元を緩めた。

「だが、私はそれを聞いてトモトモを好きになったんだ。イタズラ好きの猫又という設定なのに、ずいぶんと感情豊かで優しい配信者だなと思ってな。それから時々君の配信を見るようになって、一生懸命なのにゲームが下手なところや、ファンに優しく寄り添い対応する姿に、どんどん惹かれていった」

　宇月が話しているのはトモトモへのファン心なのに、巴はまるで自分への愛の告白を聞いているみたいで、落ち着かない気持ちになってしまう。

　きっと、宇月が優しい目で巴を見つめているのが悪い。

「君が配信した作業部屋には、ストラップ以外にも君が今まで実況してきたゲームや、好きだと言っていた漫画が揃っている。見られては不味いと、君が家に来た日にすべて隠したのだが」

　トモトモのストラップは隠し忘れだったのだろう。

　慌てて部屋を片付ける宇月の姿を想像して、巴は口元に笑みを浮かべた。

「トモトモのような猫が自分のペットだったら癒されるだろうと思っていたが、君を見て考えが変わったな。恋人として側にいてくれる方が、百倍嬉しい」

　そう言って、宇月は巴に優しくキスをした。幸せな気持ちで胸が満たされる。

「私、晴馬さんが好きなのは、私じゃなくてトモトモなんじゃないかって、少し不安だったんです。でも、結局トモトモだって私の一部で。だから、晴馬さんがトモトモを好きでいてくれて良かったなって思ってます」

　巴として出会う前から、宇月は巴の一部を好きでいてくれたのだ。

　そう思えば、こんなにも嬉しいことはない。

　巴の中に根付いていた、恋愛は辛いものだという意識が変わった。

　こんなにも嬉しくて幸せな気持ちになれる恋もあるのだ。

「晴馬さん、恋人になっても、トモトモのファンでいてくれると嬉しいです」

「言われるまでもないな。君は俺の最愛の人で、生涯の推しだ」

　見つめあって、ふたりはどちらからともなく唇を重ねた。
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